
使徒の働き

Acts

新約聖書



第1章

1 テオフィロ様。私は前の書で、イエスが行い始め、また教え始められたすべてのことについて

書き記しました。

2 それは、お選びになった使徒たちに聖霊によって命じた後、天に上げられた日までのことでし

た。

3 イエスは苦しみを受けた後、数多くの確かな証拠をもって、ご自分が生きていることを使徒た

ちに示された。四十日にわたって彼らに現れ、神の国のことを語られた。

4 使徒たちと一緒にいるとき、イエスは彼らにこう命じられた。「エルサレムを離れないで、わ

たしから聞いた父の約束を待ちなさい。

5 ヨハネは水でバプテスマを授けましたが、あなたがたは間もなく、聖霊によるバプテスマを授

けられるからです。」

6 そこで使徒たちは、一緒に集まったとき、イエスに尋ねた。「主よ。イスラエルのために国を

再興してくださるのは、この時なのですか。」

7 イエスは彼らに言われた。「いつとか、どんな時とかいうことは、あなたがたの知るところで

はありません。それは、父がご自分の権威をもって定めておられることです。

8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレ

ム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わたしの証人となります。」

9 こう言ってから、イエスは使徒たちが見ている間に上げられた。そして雲がイエスを包み、彼

らの目には見えなくなった。

10 イエスが上って行かれるとき、使徒たちは天を見つめていた。すると見よ、白い衣を着た二人

の人が、彼らのそばに立っていた。

11 そしてこう言った。「ガリラヤの人たち、どうして天を見上げて立っているのですか。あなた

がたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行くのをあなたがたが見たのと同じ有

様で、またおいでになります。」

12 そこで、使徒たちはオリーブという山からエルサレムに帰った。この山はエルサレムに近く、

安息日に歩くことが許される道のりのところにあった。

13 彼らは町に入ると、泊まっている屋上の部屋に上がった。この人たちは、ペテロとヨハネとヤ

コブとアンデレ、ピリポとトマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱心党員シ

モンとヤコブの子ユダであった。

14 彼らはみな、女たちとイエスの母マリア、およびイエスの兄弟たちとともに、いつも心を一つ

にして祈っていた。

15 そのころ、百二十人ほどの人々が一つになって集まっていたが、ペテロがこれらの兄弟たちの

中に立って、こう言った。

16 「兄弟たち。イエスを捕らえた者たちを手引きしたユダについては、聖霊がダビデの口を通し

て前もって語った聖書のことばが、成就しなければなりませんでした。

17 ユダは私たちの仲間として数えられていて、その務めを割り当てられていました。

18 （このユダは、不義の報酬で地所を手に入れたが、真っ逆さまに落ちて、からだが真っ二つに

裂け、はらわたがすべて飛び出してしまった。

19 このことは、エルサレムの全住民に知れ渡り、その地所は彼らの国のことばでアケルダマ、す

なわち『血の地所』と呼ばれるようになっていた。）



20 詩篇にはこう書いてあります。 『彼の宿営が荒れ果て、 そこから住む者が絶えますよう

に。』 また、 『彼の務めは、ほかの人が取るように。』

21 ですから、主イエスが私たちと一緒に生活しておられた間、

22 すなわち、ヨハネのバプテスマから始まって、私たちを離れて天に上げられた日までの間、い

つも私たちと行動をともにした人たちの中から、だれか一人が、私たちとともにイエスの復活

の証人とならなければなりません。」

23 そこで彼らは、バルサバと呼ばれ、別名をユストというヨセフと、マッティアの二人を立て

た。

24 そしてこう祈った。「すべての人の心をご存じである主よ。この二人のうち、あなたがお選び

になった一人をお示しください。

25 ユダが自分の場所へ行くために離れてしまった、この奉仕の場、使徒職に就くためです。」

26 そして、二人のためにくじを引くと、くじはマッティアに当たったので、彼が十一人の使徒た

ちの仲間に加えられた。

第2章

1 五旬節の日になって、皆が同じ場所に集まっていた。

2 すると天から突然、激しい風が吹いて来たような響きが起こり、彼らが座っていた家全体に響

き渡った。

3 また、炎のような舌が分かれて現れ、一人ひとりの上にとどまった。

4 すると皆が聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、他国のいろいろなことばで話し始めた。

5 さて、エルサレムには、敬虔なユダヤ人たちが、天下のあらゆる国々から来て住んでいたが、

6 この物音がしたため、大勢の人々が集まって来た。彼らは、それぞれ自分の国のことばで弟子

たちが話すのを聞いて、呆気にとられてしまった。

7 彼らは驚き、不思議に思って言った。「見なさい。話しているこの人たちはみな、ガリラヤの

人ではないか。

8 それなのに、私たちそれぞれが生まれた国のことばで話を聞くとは、いったいどうしたこと

か。

9 私たちは、パルティア人、メディア人、エラム人、またメソポタミア、ユダヤ、カパドキア、

ポントスとアジア、

10 フリュギアとパンフィリア、エジプト、クレネに近いリビア地方などに住む者、また滞在中の

ローマ人で、

11 ユダヤ人もいれば改宗者もいる。またクレタ人とアラビア人もいる。それなのに、あの人たち

が、私たちのことばで神の大きなみわざを語るのを聞くとは。」

12 人々はみな驚き当惑して、「いったい、これはどうしたことか」と言い合った。

13 だが、「彼らは新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、嘲る者たちもいた。

14 ペテロは十一人とともに立って、声を張り上げ、人々に語りかけた。「ユダヤの皆さん、なら

びにエルサレムに住むすべての皆さん、あなたがたにこのことを知っていただきたい。私のこ

とばに耳を傾けていただきたい。



15 今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが思っているように酔っているのではあり

ません。

16 これは、預言者ヨエルによって語られたことです。

17 『神は言われる。 終わりの日に、わたしは すべての人にわたしの霊を注ぐ。 あなたがたの息

子や娘は預言し、 青年は幻を見、老人は夢を見る。

18 その日わたしは、 わたしのしもべにも、はしためにも、 わたしの霊を注ぐ。 すると彼らは預

言する。

19 また、わたしは上は天に不思議を、 下は地にしるしを現れさせる。 それは血と火と立ち上る

煙。

20 主の大いなる輝かしい日が来る前に、 太陽は闇に、月は血に変わる。

21 しかし、主の御名を呼び求める者は みな救われる。』

22 イスラエルの皆さん、これらのことばを聞いてください。神はナザレ人イエスによって、あな

たがたの間で力あるわざと不思議としるしを行い、それによって、あなたがたにこの方を証し

されました。それは、あなたがた自身がご承知のことです。

23 神が定めた計画と神の予知によって引き渡されたこのイエスを、あなたがたは律法を持たない

人々の手によって十字架につけて殺したのです。

24 しかし神は、イエスを死の苦しみから解き放って、よみがえらせました。この方が死につなが

れていることなど、あり得なかったからです。

25 ダビデは、この方について次のように言っています。 『私はいつも、主を前にしています。

主が私の右におられるので、 私は揺るがされることはありません。

26 それゆえ、私の心は喜び、 私の舌は喜びにあふれます。 私の身も、望みの中に住まいます。

27 あなたは、私のたましいをよみに捨て置かず、 あなたにある敬虔な者に 滅びをお見せになら

ないからです。

28 あなたは私に、 いのちの道を知らせてくださいます。 あなたの御前で、 私を喜びで満たして

くださいます。』

29 兄弟たち。父祖ダビデについては、あなたがたに確信をもって言うことができます。彼は死ん

で葬られ、その墓は今日に至るまで私たちの間にあります。

30 彼は預言者でしたから、自分の子孫の一人を自分の王座に就かせると、神が誓われたことを知

っていました。

31 それで、後のことを予見し、キリストの復活について、『彼はよみに捨て置かれず、そのから

だは朽ちて滅びることがない』と語ったのです。

32 このイエスを、神はよみがえらせました。私たちはみな、そのことの証人です。

33 ですから、神の右に上げられたイエスが、約束された聖霊を御父から受けて、今あなたがたが

目にし、耳にしている聖霊を注いでくださったのです。

34 ダビデが天に上ったのではありません。彼自身こう言っています。 『主は、私の主に言われ

た。 あなたは、わたしの右の座に着いていなさい。

35 わたしがあなたの敵を あなたの足台とするまで。』

36 ですから、イスラエルの全家は、このことをはっきりと知らなければなりません。神が今や主

ともキリストともされたこのイエスを、あなたがたは十字架につけたのです。」



37 人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに、「兄弟たち、私たちはどうした

らよいでしょうか」と言った。

38 そこで、ペテロは彼らに言った。「それぞれ罪を赦していただくために、悔い改めて、イエ

ス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けま

す。

39 この約束は、あなたがたに、あなたがたの子どもたちに、そして遠くにいるすべての人々に、

すなわち、私たちの神である主が召される人ならだれにでも、与えられているのです。」

40 ペテロは、ほかにも多くのことばをもって証しをし、「この曲がった時代から救われなさい」

と言って、彼らに勧めた。

41 彼のことばを受け入れた人々はバプテスマを受けた。その日、三千人ほどが仲間に加えられ

た。

42 彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わりを持ち、パンを裂き、祈りをしていた。

43 すべての人に恐れが生じ、使徒たちによって多くの不思議としるしが行われていた。

44 信者となった人々はみな一つになって、一切の物を共有し、

45 財産や所有物を売っては、それぞれの必要に応じて、皆に分配していた。

46 そして、毎日心を一つにして宮に集まり、家々でパンを裂き、喜びと真心をもって食事をとも

にし、

47 神を賛美し、民全体から好意を持たれていた。主は毎日、救われる人々を加えて一つにしてく

ださった。

第3章

1 ペテロとヨハネは、午後三時の祈りの時間に宮に上って行った。

2 すると、生まれつき足の不自由な人が運ばれて来た。この人は、宮に入る人たちから施しを求

めるために、毎日「美しの門」と呼ばれる宮の門に置いてもらっていた。

3 彼は、ペテロとヨハネが宮に入ろうとするのを見て、施しを求めた。

4 ペテロは、ヨハネとともにその人を見つめて、「私たちを見なさい」と言った。

5 彼は何かもらえると期待して、二人に目を注いだ。

6 すると、ペテロは言った。「金銀は私にはない。しかし、私にあるものをあげよう。ナザレの

イエス・キリストの名によって立ち上がり、歩きなさい。」

7 そして彼の右手を取って立たせた。するとたちまち、彼の足とくるぶしが強くなり、

8 躍り上がって立ち、歩き出した。そして、歩いたり飛び跳ねたりしながら、神を賛美しつつ二

人と一緒に宮に入って行った。

9 人々はみな、彼が歩きながら神を賛美しているのを見た。

10 そしてそれが、宮の美しの門のところで施しを求めて座っていた人だと分かると、彼の身に起

こったことに、ものも言えないほど驚いた。

11 この人がペテロとヨハネにつきまとっているうちに、非常に驚いた人々がみな、「ソロモンの

回廊」と呼ばれる場所にいた彼らのところに、一斉に駆け寄って来た。

12 これを見たペテロは、人々に向かって言った。「イスラエルの皆さん、どうしてこのことに驚

いているのですか。どうして、私たちが自分の力や敬虔さによって彼を歩かせたかのように、



私たちを見つめるのですか。

13 アブラハム、イサク、ヤコブの神、すなわち私たちの父祖たちの神は、そのしもべイエスに栄

光をお与えになりました。あなたがたはこの方を引き渡し、ピラトが釈放すると決めたのに、

その面前でこの方を拒みました。

14 あなたがたは、この聖なる正しい方を拒んで、人殺しの男を赦免するように要求し、

15 いのちの君を殺したのです。しかし、神はこのイエスを死者の中からよみがえらせました。私

たちはそのことの証人です。

16 このイエスの名が、その名を信じる信仰のゆえに、あなたがたが今見て知っているこの人を強

くしました。イエスによって与えられる信仰が、この人を皆さんの前で、このとおり完全なか

らだにしたのです。

17 さて兄弟たち。あなたがたが、自分たちの指導者たちと同様に、無知のためにあのような行い

をしたことを、私は知っています。

18 しかし神は、すべての預言者たちの口を通してあらかじめ告げておられたこと、すなわち、キ

リストの受難をこのように実現されました。

19 ですから、悔い改めて神に立ち返りなさい。そうすれば、あなたがたの罪はぬぐい去られま

す。

20 そうして、主の御前から回復の時が来て、あなたがたのためにあらかじめキリストとして定め

られていたイエスを、主は遣わしてくださいます。

21 このイエスは、神が昔からその聖なる預言者たちの口を通して語られた、万物が改まる時ま

で、天にとどまっていなければなりません。

22 モーセはこう言いました。『あなたがたの神、主は、あなたがたの同胞の中から、私のような

一人の預言者をあなたがたのために起こされる。彼があなたがたに告げることすべてに聞き従

わなければならない。

23 その預言者に聞き従わない者はだれでも、自分の民から断ち切られる。』

24 また、サムエルをはじめ、彼に続いて語った預言者たちもみな、今の時について告げ知らせま

した。

25 あなたがたは預言者たちの子であり、契約の子です。この契約は、神がアブラハムに『あなた

の子孫によって、地のすべての民族は祝福を受けるようになる』と言って、あなたがたの父祖

たちと結ばれたものです。

26 神はまず、そのしもべを立てて、あなたがたに遣わされました。その方が、あなたがた一人ひ

とりを悪から立ち返らせて、祝福にあずからせてくださるのです。」

第4章

1 ペテロとヨハネが民に話していると、祭司たち、宮の守衛長、サドカイ人たちが二人のところ

にやって来た。

2 彼らは、二人が民を教え、イエスを例にあげて死者の中からの復活を宣べ伝えていることに苛

立ち、

3 二人に手をかけて捕らえた。そして、翌日まで留置することにした。すでに夕方だったからで

ある。

4 しかし、話を聞いた人々のうち大勢が信じ、男の数が五千人ほどになった。



5 翌日、民の指導者たち、長老たち、律法学者たちは、エルサレムに集まった。

6 大祭司アンナス、カヤパ、ヨハネ、アレクサンドロと、大祭司の一族もみな出席した。

7 彼らは二人を真ん中に立たせて、「おまえたちは何の権威によって、また、だれの名によって

あのようなことをしたのか」と尋問した。

8 そのとき、ペテロは聖霊に満たされて、彼らに言った。「民の指導者たち、ならびに長老の

方々。

9 私たちが今日取り調べを受けているのが、一人の病人に対する良いわざと、その人が何によっ

て癒やされたのかということのためなら、

10 皆さんも、またイスラエルのすべての民も、知っていただきたい。この人が治ってあなたがた

の前に立っているのは、あなたがたが十字架につけ、神が死者の中からよみがえらせたナザレ

人イエス・キリストの名によることです。

11 『あなたがた家を建てる者たちに捨てられた石、それが要の石となった』というのは、この方

のことです。

12 この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほかに、私たちが救

われるべき名は人間に与えられていないからです。」

13 彼らはペテロとヨハネの大胆さを見、また二人が無学な普通の人であるのを知って驚いた。ま

た、二人がイエスとともにいたのだということも分かってきた。

14 そして、癒やされた人が二人と一緒に立っているのを見ては、返すことばもなかった。

15 彼らは二人に議場の外に出るように命じ、協議して言った。

16 「あの者たちをどうしようか。あの者たちによって著しいしるしが行われたことは、エルサレ

ムのすべての住民に知れ渡っていて、われわれはそれを否定しようもない。

17 しかし、これ以上民の間に広まらないように、今後だれにもこの名によって語ってはならな

い、と彼らを脅しておこう。」

18 そこで、彼らは二人を呼んで、イエスの名によって語ることも教えることも、いっさいしては

ならないと命じた。

19 しかし、ペテロとヨハネは彼らに答えた。「神に聞き従うよりも、あなたがたに聞き従うほう

が、神の御前に正しいかどうか、判断してください。

20 私たちは、自分たちが見たことや聞いたことを話さないわけにはいきません。」

21 そこで彼らは、二人をさらに脅したうえで釈放した。それは、皆の者がこの出来事のゆえに神

をあがめていたので、人々の手前、二人を罰する術がなかったからである。

22 このしるしによって癒やされた人は、四十歳を過ぎていた。

23 さて、釈放された二人は仲間のところに行き、祭司長たちや長老たちが彼らに言ったことを残

らず報告した。

24 これを聞いた人々は心を一つにして、神に向かって声をあげた。「主よ。あなたは天と地と

海、またそれらの中のすべてのものを造られた方です。

25 あなたは聖霊によって、あなたのしもべであり私たちの父であるダビデの口を通して、こう言

われました。 『なぜ、異邦人たちは騒ぎ立ち、 もろもろの国民はむなしいことを企むのか。

26 地の王たちは立ち構え、 君主たちは相ともに集まるのか、 主と、主に油注がれた者に対し

て。』



27 事実、ヘロデとポンティオ・ピラトは、異邦人たちやイスラエルの民とともに、あなたが油を

注がれた、あなたの聖なるしもべイエスに逆らってこの都に集まり、

28 あなたの御手とご計画によって、起こるように前もって定められていたことすべてを行いまし

た。

29 主よ。今、彼らの脅かしをご覧になって、しもべたちにあなたのみことばを大胆に語らせてく

ださい。

30 また、御手を伸ばし、あなたの聖なるしもべイエスの名によって、癒やしとしるしと不思議を

行わせてください。」

31 彼らが祈り終えると、集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たされ、神のことばを大

胆に語り出した。

32 さて、信じた大勢の人々は心と思いを一つにして、だれ一人自分が所有しているものを自分の

ものと言わず、すべてを共有していた。

33 使徒たちは、主イエスの復活を大きな力をもって証しし、大きな恵みが彼ら全員の上にあっ

た。

34 彼らの中には、一人も乏しい者がいなかった。地所や家を所有している者はみな、それを売

り、その代金を持って来て、

35 使徒たちの足もとに置いた。その金が、必要に応じてそれぞれに分け与えられたのであった。

36 キプロス生まれのレビ人で、使徒たちにバルナバ（訳すと、慰めの子）と呼ばれていたヨセフ

も、

37 所有していた畑を売り、その代金を持って来て、使徒たちの足もとに置いた。

第5章

1 ところが、アナニアという人は、妻のサッピラとともに土地を売り、

2 妻も承知のうえで、代金の一部を自分のために取っておき、一部だけを持って来て、使徒たち

の足もとに置いた。

3 すると、ペテロは言った。「アナニア。なぜあなたはサタンに心を奪われて聖霊を欺き、地所

の代金の一部を自分のために取っておいたのか。

4 売らないでおけば、あなたのものであり、売った後でも、あなたの自由になったではないか。

どうして、このようなことを企んだのか。あなたは人を欺いたのではなく、神を欺いたの

だ。」

5 このことばを聞くと、アナニアは倒れて息が絶えた。これを聞いたすべての人たちに、大きな

恐れが生じた。

6 若者たちは立ち上がって彼のからだを包み、運び出して葬った。

7 さて、三時間ほどたって、アナニアの妻がこの出来事を知らずに入って来た。

8 ペテロは彼女に言った。「あなたがたは地所をこの値段で売ったのか。私に言いなさい。」彼

女は「はい、その値段です」と言った。

9 そこでペテロは彼女に言った。「なぜあなたがたは、心を合わせて主の御霊を試みたのか。見

なさい。あなたの夫を葬った人たちの足が戸口まで来ている。彼らがあなたを運び出すことに

なる。」



10 すると、即座に彼女はペテロの足もとに倒れて、息絶えた。入って来た若者たちは、彼女が死

んでいるのを見て運び出し、夫のそばに葬った。

11 そして、教会全体と、このことを聞いたすべての人たちに、大きな恐れが生じた。

12 さて、使徒たちの手により、多くのしるしと不思議が人々の間で行われた。皆は心を一つにし

てソロモンの回廊にいた。

13 ほかの人たちはだれもあえて彼らの仲間に加わろうとはしなかったが、民は彼らを尊敬してい

た。

14 そして、主を信じる者たちはますます増え、男も女も大勢になった。

15 そしてついには、病人を大通りへ運び出し、寝台や寝床の上に寝かせて、ペテロが通りかかる

ときには、せめてその影だけでも、病人のだれかにかかるようにするほどになった。

16 また、エルサレム付近の町々から大勢の人が、病人や、汚れた霊に苦しめられている人々を連

れて集まって来た。その人々はみな癒やされた。

17 そこで、大祭司とその仲間たち、すなわちサドカイ派の者たちはみな、ねたみに燃えて立ち上

がり、

18 使徒たちに手をかけて捕らえ、彼らを公の留置場に入れた。

19 ところが、夜、主の使いが牢の戸を開け、彼らを連れ出し、

20 「行って宮の中に立ち、人々にこのいのちのことばをすべて語りなさい」と言った。

21 彼らはこれを聞くと、夜明けごろ宮に入って教え始めた。一方、大祭司とその仲間たちは集ま

って、最高法院、すなわちイスラエルの子らの全長老会を召集し、使徒たちを引き出して来さ

せるために、人を牢獄に遣わした。

22 ところが、下役たちが行ってみると、牢の中に彼らはいなかった。それで引き返して、こう報

告した。

23 「牢獄は完全に鍵がかかっていて、番人たちが戸口に立っていました。しかし、開けてみる

と、中にはだれもいませんでした。」

24 宮の守衛長や祭司長たちは、このことばを聞くと、いったいどうなることかと、使徒たちのこ

とで当惑した。

25 そこへ、ある人がやって来て、「ご覧ください。あなたがたが牢に入れた者たちが、宮の中に

立って人々を教えています」と告げた。

26 そこで、宮の守衛長は下役たちと一緒に出て行き、使徒たちを連れて来たが、手荒なことはし

なかった。人々に石で打たれるのを恐れたのである。

27 彼らが使徒たちを連れて来て最高法院の中に立たせると、大祭司は使徒たちを尋問した。

28 「あの名によって教えてはならないと厳しく命じておいたではないか。それなのに、何という

ことだ。おまえたちはエルサレム中に自分たちの教えを広めてしまった。そして、あの人の血

の責任をわれわれに負わせようとしている。」

29 しかし、ペテロと使徒たちは答えた。「人に従うより、神に従うべきです。

30 私たちの父祖の神は、あなたがたが木にかけて殺したイエスを、よみがえらせました。

31 神は、イスラエルを悔い改めさせ、罪の赦しを与えるために、このイエスを導き手、また救い

主として、ご自分の右に上げられました。

32 私たちはこれらのことの証人です。神がご自分に従う者たちにお与えになった聖霊も証人で

す。」



33 これを聞いて、彼らは怒り狂い、使徒たちを殺そうと考えた。

34 ところが、民全体に尊敬されている律法の教師で、ガマリエルというパリサイ人が議場に立

ち、使徒たちをしばらく外に出すように命じ、

35 それから議員たちに向かってこう言った。「イスラエルの皆さん、この者たちをどう扱うか、

よく気をつけてください。

36 先ごろテウダが立ち上がって、自分を何か偉い者のように言い、彼に従った男の数が四百人ほ

どになりました。しかし彼は殺され、従った者たちはみな散らされて、跡形もなくなりまし

た。

37 彼の後、住民登録の時に、ガリラヤ人のユダが立ち上がり、民をそそのかして反乱を起こしま

したが、彼も滅び、彼に従った者たちもみな散らされてしまいました。

38 そこで今、私はあなたがたに申し上げたい。この者たちから手を引き、放っておきなさい。も

しその計画や行動が人間から出たものなら、自滅するでしょう。

39 しかし、もしそれが神から出たものなら、彼らを滅ぼすことはできないでしょう。もしかする

と、あなたがたは神に敵対する者になってしまいます。」議員たちは彼の意見に従い、

40 使徒たちを呼び入れて、むちで打ち、イエスの名によって語ってはならないと命じたうえで、

釈放した。

41 使徒たちは、御名のために辱められるに値する者とされたことを喜びながら、最高法院から出

て行った。

42 そして毎日、宮や家々でイエスがキリストであると教え、宣べ伝えることをやめなかった。

第6章

1 そのころ、弟子の数が増えるにつれて、ギリシア語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を使う

ユダヤ人たちに対して苦情が出た。彼らのうちのやもめたちが、毎日の配給においてなおざり

にされていたからである。

2 そこで、十二人は弟子たち全員を呼び集めてこう言った。「私たちが神のことばを後回しにし

て、食卓のことに仕えるのは良くありません。

3 そこで、兄弟たち。あなたがたの中から、御霊と知恵に満ちた、評判の良い人たちを七人選び

なさい。その人たちにこの務めを任せることにして、

4 私たちは祈りと、みことばの奉仕に専念します。」

5 この提案を一同はみな喜んで受け入れた。そして彼らは、信仰と聖霊に満ちた人ステパノ、お

よびピリポ、プロコロ、ニカノル、ティモン、パルメナ、そしてアンティオキアの改宗者ニコ

ラオを選び、

6 この人たちを使徒たちの前に立たせた。使徒たちは祈って、彼らの上に手を置いた。

7 こうして、神のことばはますます広まっていき、エルサレムで弟子の数が非常に増えていっ

た。また、祭司たちが大勢、次々と信仰に入った。

8 さて、ステパノは恵みと力に満ち、人々の間で大いなる不思議としるしを行っていた。

9 ところが、リベルテンと呼ばれる会堂に属する人々、クレネ人、アレクサンドリア人、またキ

リキアやアジアから来た人々が立ち上がって、ステパノと議論した。

10 しかし、彼が語るときの知恵と御霊に対抗することはできなかった。



11 そこで、彼らはある人たちをそそのかして、「私たちは、彼がモーセと神を冒瀆することばを

語るのを聞いた」と言わせた。

12 また、民衆と長老たちと律法学者たちを扇動し、ステパノを襲って捕らえ、最高法院に引いて

行った。

13 そして偽りの証人たちを立てて言わせた。「この人は、この聖なる所と律法に逆らうことばを

語るのをやめません。

14 『あのナザレ人イエスは、この聖なる所を壊し、モーセが私たちに伝えた慣習を変える』と彼

が言うのを、私たちは聞きました。」

15 最高法院で席に着いていた人々が、みなステパノに目を注ぐと、彼の顔は御使いの顔のように

見えた。

第7章

1 大祭司は、「そのとおりなのか」と尋ねた。

2 するとステパノは言った。「兄弟ならびに父である皆さん、聞いてください。私たちの父アブ

ラハムがハランに住む以前、まだメソポタミアにいたとき、栄光の神が彼に現れ、

3 『あなたの土地、あなたの親族を離れて、わたしが示す地へ行きなさい』と言われました。

4 そこで、アブラハムはカルデア人の地を出て、ハランに住みました。そして父の死後、神はそ

こから彼を、今あなたがたが住んでいるこの地に移されましたが、

5 ここでは、足の踏み場となる土地さえも、相続財産として彼にお与えになりませんでした。し

かし神は、まだ子がいなかった彼に対して、この地を彼とその後の子孫に所有地として与える

ことを約束されました。

6 また、神は次のように言われました。『彼の子孫は他国の地で寄留者となり、四百年の間、奴

隷となって苦しめられる。』

7 また、神は言われました。『彼らが奴隷として仕えるその国民を、わたしはさばく。それから

彼らは出て来て、この場所でわたしに仕えるようになる。』

8 そして、神はアブラハムに割礼の契約を与えられました。こうして、アブラハムはイサクを生

み、八日目にその子に割礼を施しました。それからイサクはヤコブを、ヤコブは十二人の族長

たちを生みました。

9 族長たちはヨセフをねたんで、彼をエジプトに売りとばしました。しかし、神は彼とともにお

られ、

10 あらゆる苦難から彼を救い出し、エジプト王ファラオの前で恵みと知恵を与えられたので、フ

ァラオは彼をエジプトと王の全家を治める高官に任じました。

11 すると、エジプトとカナンの全地に飢饉が起こり、大きな苦難が襲って来たので、私たちの父

祖たちは食べ物を手に入れることができなくなりました。

12 しかし、ヤコブはエジプトに穀物があると聞いて、まず私たちの父祖たちを遣わしました。

13 二度目のとき、ヨセフは兄弟たちに自分のことを打ち明け、ヨセフの家族のことがファラオに

明らかになりました。

14 そこで、ヨセフは人を遣わして、自分の父ヤコブと七十五人の親族全員を呼び寄せました。

15 こうして、ヤコブはエジプトに下り、そこで彼も私たちの父祖たちも死にました。



16 彼らはシェケムに運ばれ、かつてアブラハムがいくらかの銀でシェケムのハモルの子らから買

っておいた墓に、葬られました。

17 さて、神がアブラハムになされた約束の時が近づくにしたがい、民はエジプトで大いに数が増

え、

18 ヨセフのことを知らない別の王がエジプトに起こる時まで続きました。

19 この王は、私たちの同胞に対して策略をめぐらし、私たちの先祖たちを苦しめて幼子を捨てさ

せ、生かしておけないようにしました。

20 モーセが生まれたのは、このような時でした。彼は神の目にかなった、かわいい子で、三か月

の間、父の家で育てられましたが、

21 ついに捨てられたのをファラオの娘が拾い上げ、自分の子として育てました。

22 モーセは、エジプト人のあらゆる学問を教え込まれ、ことばにも行いにも力がありました。

23 モーセが四十歳になったとき、自分の同胞であるイスラエルの子らを顧みる思いが、その心に

起こりました。

24 そして、同胞の一人が虐待されているのを見て、その人をかばい、エジプト人を打ち殺して、

ひどい目にあっていた人のために仕返しをしました。

25 モーセは、自分の手によって神が同胞に救いを与えようとしておられることを、皆が理解して

くれるものと思っていましたが、彼らは理解しませんでした。

26 翌日、モーセは同胞たちが争っているところに現れ、和解させようとして言いました。『あな

たがたは兄弟だ。どうして互いに傷つけ合うのか。』

27 すると、隣人を傷つけていた者が、モーセを押しのけながら言いました。『だれがおまえを、

指導者やさばき人として私たちの上に任命したのか。

28 昨日エジプト人を殺したように、私も殺すつもりか。』

29 このことばを聞いたモーセは逃げて、ミディアンの地で寄留者となり、そこで男の子を二人も

うけました。

30 四十年たったとき、シナイ山の荒野において、柴の茂みの燃える炎の中で、御使いがモーセに

現れました。

31 その光景を見たモーセは驚き、それをよく見ようとして近寄ったところ、主の御声が聞こえま

した。

32 『わたしは、あなたの父祖たちの神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である。』モーセは震

え上がり、あえて見ようとはしませんでした。

33 すると、主は彼にこう言われました。『あなたの履き物を脱げ。あなたの立っている場所は聖

なる地である。

34 わたしは、エジプトにいるわたしの民の苦しみを確かに見た。また彼らのうめきを聞いた。だ

から、彼らを救い出すために下って来たのだ。今、行け。わたしは、あなたをエジプトに遣わ

す。』

35 『だれがおまえを、指導者やさばき人として任命したのか』と言って人々が拒んだこのモーセ

を、神は、柴の茂みの中で彼に現れた御使いの手によって、指導者また解放者として遣わされ

たのです。

36 この人が人々を導き出し、エジプトの地で、紅海で、また四十年の間荒野で、不思議としるし

を行いました。



37 このモーセが、イスラエルの子らにこう言ったのです。『神は、あなたがたの同胞の中から、

私のような一人の預言者をあなたがたのために起こされる。』

38 また、モーセは、シナイ山で彼に語った御使いや私たちの先祖たちとともに、荒野の集会にい

て、私たちに与えるための生きたみことばを授かりました。

39 ところが私たちの先祖たちは、彼に従うことを好まず、かえって彼を退け、エジプトをなつか

しく思って、

40 アロンに言いました。『われわれに先立って行く神々を、われわれのために造ってほしい。わ

れわれをエジプトの地から導き出した、あのモーセがどうなったのか、分からないから。』

41 彼らが子牛を造ったのはそのころで、彼らはこの偶像にいけにえを献げ、自分たちの手で造っ

た物を楽しんでいました。

42 そこで、神は彼らに背を向け、彼らが天の万象に仕えるに任せられました。預言者たちの書に

書いてあるとおりです。 『イスラエルの家よ。あなたがたは 荒野にいた四十年の間に、 いけ

にえとささげ物を、 わたしのところに携えて来たことがあったか。

43 あなたがたは、モレクの幕屋と 神ライパンの星を担いでいた。 それらは、あなたがたが拝む

ために 造った像ではないか。 わたしはあなたがたを、 バビロンのかなたへ捕らえ移す。』

44 私たちの先祖たちのためには、荒野にあかしの幕屋がありました。それは、見たとおりの形に

造れとモーセに言われた方の命令どおりのものでした。

45 私たちの先祖たちは、この幕屋を受け継いで、神が自分たちの前から追い払ってくださった異

邦の民の所有地に、ヨシュアとともにそれを運び入れ、ダビデの時代に至りました。

46 ダビデは神の前に恵みをいただき、ヤコブの家のために、幕屋のとどまるところを求めまし

た。

47 そして、ソロモンが神のために家を建てました。

48 しかし、いと高き方は、手で造った家にはお住みになりません。預言者が語っているとおりで

す。

49 『天はわたしの王座、 地はわたしの足台。 あなたがたは、わたしのために どのような家を建

てようとするのか。 ──主のことば── わたしの安息の場は、いったいどこにあるのか。

50 これらすべては、 わたしの手が造ったものではないか。』

51 うなじを固くする、心と耳に割礼を受けていない人たち。あなたがたは、いつも聖霊に逆らっ

ています。あなたがたの先祖たちが逆らったように、あなたがたもそうしているのです。

52 あなたがたの先祖たちが迫害しなかった預言者が、だれかいたでしょうか。彼らは、正しい方

が来られることを前もって告げた人たちを殺しましたが、今はあなたがたが、この正しい方を

裏切る者、殺す者となりました。

53 あなたがたは御使いたちを通して律法を受けたのに、それを守らなかったのです。」

54 人々はこれを聞いて、はらわたが煮え返る思いで、ステパノに向かって歯ぎしりしていた。

55 しかし、聖霊に満たされ、じっと天を見つめていたステパノは、神の栄光と神の右に立ってお

られるイエスを見て、

56 「見なさい。天が開けて、人の子が神の右に立っておられるのが見えます」と言った。

57 人々は大声で叫びながら、耳をおおい、一斉にステパノに向かって殺到した。

58 そして彼を町の外に追い出して、石を投げつけた。証人たちは、自分たちの上着をサウロとい

う青年の足もとに置いた。



59 こうして彼らがステパノに石を投げつけていると、ステパノは主を呼んで言った。「主イエス

よ、私の霊をお受けください。」

60 そして、ひざまずいて大声で叫んだ。「主よ、この罪を彼らに負わせないでください。」こう

言って、彼は眠りについた。

第8章

1 サウロは、ステパノを殺すことに賛成していた。 その日、エルサレムの教会に対する激しい

迫害が起こり、使徒たち以外はみな、ユダヤとサマリアの諸地方に散らされた。

2 敬虔な人たちはステパノを葬り、彼のためにたいへん悲しんだ。

3 サウロは家から家に押し入って、教会を荒らし、男も女も引きずり出して、牢に入れた。

4 散らされた人たちは、みことばの福音を伝えながら巡り歩いた。

5 ピリポはサマリアの町に下って行き、人々にキリストを宣べ伝えた。

6 群衆はピリポの話を聞き、彼が行っていたしるしを見て、彼が語ることに、そろって関心を抱

くようになった。

7 汚れた霊につかれた多くの人たちから、その霊が大声で叫びながら出て行き、中風の人や足の

不自由な人が数多く癒やされたからである。

8 その町には、大きな喜びがあった。

9 ところで、以前からその町にはシモンという名の人がいた。彼は魔術を行ってサマリアの人々

を驚かせ、自分は偉大な者だと話していた。

10 小さい者から大きい者まで、すべての人々が彼に関心を抱き、「この人こそ、『大能』と呼ば

れる、神の力だ」と言っていた。

11 人々が彼に関心を抱いていたのは、長い間その魔術に驚かされていたからであった。

12 しかし人々は、ピリポが神の国とイエス・キリストの名について宣べ伝えたことを信じて、男

も女もバプテスマを受けた。

13 シモン自身も信じてバプテスマを受けると、いつもピリポにつき従って、しるしと大いなる奇

跡が行われるのを見ては驚いていた。

14 エルサレムにいる使徒たちは、サマリアの人々が神のことばを受け入れたと聞いて、ペテロと

ヨハネを彼らのところに遣わした。

15 二人は下って行って、彼らが聖霊を受けるように祈った。

16 彼らは主イエスの名によってバプテスマを受けていただけで、聖霊はまだ、彼らのうちのだれ

にも下っていなかったからであった。

17 そこで二人が彼らの上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。

18 シモンは、使徒たちが手を置くことで御霊が与えられるのを見て、使徒たちのところに金を持

って来て、

19 「私が手を置く者がだれでも聖霊を受けられるように、その権威を私にも下さい」と言った。

20 しかし、ペテロは彼に言った。「おまえの金は、おまえとともに滅びるがよい。おまえが金で

神の賜物を手に入れようと思っているからだ。

21 おまえは、このことに何の関係もないし、あずかることもできない。おまえの心が神の前に正

しくないからだ。



22 だから、この悪事を悔い改めて、主に祈れ。もしかしたら、心に抱いた思いが赦されるかもし

れない。

23 おまえが苦い悪意と、不義の束縛の中にいることが、私には見えるのだ。」

24 シモンは答えた。「あなたがたが言ったことが何一つ私の身に起こらないように、私のために

主に祈ってください。」

25 こうして、使徒たちは証しをし、主のことばを語った後、エルサレムに戻って行った。彼らは

サマリア人の多くの村で福音を宣べ伝えた。

26 さて、主の使いがピリポに言った。「立って南へ行き、エルサレムからガザに下る道に出なさ

い。」そこは荒野である。

27 そこで、ピリポは立って出かけた。すると見よ。そこに、エチオピア人の女王カンダケの高官

で、女王の全財産を管理していた宦官のエチオピア人がいた。彼は礼拝のためエルサレムに上

り、

28 帰る途中であった。彼は馬車に乗って、預言者イザヤの書を読んでいた。

29 御霊がピリポに「近寄って、あの馬車と一緒に行きなさい」と言われた。

30 そこでピリポが走って行くと、預言者イザヤの書を読んでいるのが聞こえたので、「あなた

は、読んでいることが分かりますか」と言った。

31 するとその人は、「導いてくれる人がいなければ、どうして分かるでしょうか」と答えた。そ

して、馬車に乗って一緒に座るよう、ピリポに頼んだ。

32 彼が読んでいた聖書の箇所には、こうあった。 「屠り場に引かれて行く羊のように、 毛を刈

る者の前で黙っている子羊のように、 彼は口を開かない。

33 彼は卑しめられ、さばきは行われなかった。 彼の時代のことを、だれが語れるだろう。 彼の

いのちは地上から取り去られたのである。」

34 宦官はピリポに向かって言った。「お尋ねしますが、預言者はだれについてこう言っているの

ですか。自分についてですか。それとも、だれかほかの人についてですか。」

35 ピリポは口を開き、この聖書の箇所から始めて、イエスの福音を彼に伝えた。

36 道を進んで行くうちに、水のある場所に来たので、宦官は言った。「見てください。水があり

ます。私がバプテスマを受けるのに、何か妨げがあるでしょうか。」

38 そして、馬車を止めるように命じた。ピリポと宦官は二人とも水の中に降りて行き、ピリポが

宦官にバプテスマを授けた。

39 二人が水から上がって来たとき、主の霊がピリポを連れ去られた。宦官はもはやピリポを見る

ことはなかったが、喜びながら帰って行った。

40 それからピリポはアゾトに現れた。そして、すべての町を通って福音を宣べ伝え、カイサリア

に行った。

第9章

1 さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅かして殺害しようと息巻き、大祭司のところに行っ

て、

2 ダマスコの諸会堂宛ての手紙を求めた。それは、この道の者であれば男でも女でも見つけ出

し、縛り上げてエルサレムに引いて来るためであった。



3 ところが、サウロが道を進んでダマスコの近くまで来たとき、突然、天からの光が彼の周りを

照らした。

4 彼は地に倒れて、自分に語りかける声を聞いた。「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するの

か。」

5 彼が「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害し

ているイエスである。

6 立ち上がって、町に入りなさい。そうすれば、あなたがしなければならないことが告げられ

る。」

7 同行していた人たちは、声は聞こえてもだれも見えないので、ものも言えずに立っていた。

8 サウロは地面から立ち上がった。しかし、目を開けていたものの、何も見えなかった。それで

人々は彼の手を引いて、ダマスコに連れて行った。

9 彼は三日間、目が見えず、食べることも飲むこともしなかった。

10 さて、ダマスコにアナニアという名の弟子がいた。主が幻の中で「アナニアよ」と言われたの

で、彼は「主よ、ここにおります」と答えた。

11 すると、主はこう言われた。「立って、『まっすぐ』と呼ばれる通りに行き、ユダの家にいる

サウロという名のタルソ人を訪ねなさい。彼はそこで祈っています。

12 彼は幻の中で、アナニアという名の人が入って来て、自分の上に手を置き、再び見えるように

してくれるのを見たのです。」

13 しかし、アナニアは答えた。「主よ。私は多くの人たちから、この人がエルサレムで、あなた

の聖徒たちにどんなにひどいことをしたかを聞きました。

14 彼はここでも、あなたの名を呼ぶ者たちをみな捕縛する権限を、祭司長たちから与えられてい

ます。」

15 しかし、主はアナニアに言われた。「行きなさい。あの人はわたしの名を、異邦人、王たち、

イスラエルの子らの前に運ぶ、わたしの選びの器です。

16 彼がわたしの名のためにどんなに苦しまなければならないかを、わたしは彼に示します。」

17 そこでアナニアは出かけて行って、その家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サ

ウロ。あなたが来る途中であなたに現れた主イエスが、私を遣わされました。あなたが再び見

えるようになり、聖霊に満たされるためです。」

18 するとただちに、サウロの目から鱗のような物が落ちて、目が見えるようになった。そこで、

彼は立ち上がってバプテスマを受け、

19 食事をして元気になった。 サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちとともにいて、

20 ただちに諸会堂で、「この方こそ神の子です」とイエスのことを宣べ伝え始めた。

21 これを聞いた人々はみな驚いて言った。「この人はエルサレムで、この名を呼ぶ人たちを滅ぼ

した者ではないか。ここへやって来たのも、彼らを縛って、祭司長たちのところへ引いて行く

ためではなかったか。」

22 しかし、サウロはますます力を増し、イエスがキリストであることを証明して、ダマスコに住

むユダヤ人たちをうろたえさせた。

23 かなりの日数がたち、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談をしたが、

24 彼らの陰謀はサウロの知るところとなった。彼らはサウロを殺そうと、昼も夜も町の門を見張

っていた。



25 そこで、彼の弟子たちは夜の間に彼を連れ出し、籠に乗せて町の城壁伝いにつり降ろした。

26 エルサレムに着いて、サウロは弟子たちの仲間に入ろうと試みたが、みな、彼が弟子であると

は信じず、彼を恐れていた。

27 しかし、バルナバはサウロを引き受けて、使徒たちのところに連れて行き、彼がダマスコへ行

く途中で主を見た様子や、主が彼に語られたこと、また彼がダマスコでイエスの名によって大

胆に語った様子を彼らに説明した。

28 サウロはエルサレムで使徒たちと自由に行き来し、主の御名によって大胆に語った。

29 また、ギリシア語を使うユダヤ人たちと語ったり、論じたりしていたが、彼らはサウロを殺そ

うと狙っていた。

30 それを知った兄弟たちは、彼をカイサリアに連れて下り、タルソへ送り出した。

31 こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの全地にわたり築き上げられて平安を得た。主

を恐れ、聖霊に励まされて前進し続け、信者の数が増えていった。

32 さて、ペテロがあらゆるところを巡回していたときのことであった。彼は、リダに住む聖徒た

ちのところにも下って行った。

33 そこで彼は、アイネアという名で、八年間床についている人に出会った。彼は中風であった。

34 ペテロは彼に言った。「アイネア、イエス・キリストがあなたを癒やしてくださいます。立ち

上がりなさい。そして自分で床を整えなさい。」すると、彼はただちに立ち上がった。

35 リダとシャロンに住む人々はみなアイネアを見て、主に立ち返った。

36 またヤッファに、その名をタビタ、ギリシア語に訳せばドルカスという女の弟子がいた。彼女

は多くの良いわざと施しをしていた。

37 ところが、そのころ彼女は病気になって死んだ。人々は遺体を洗って、屋上の部屋に安置し

た。

38 リダはヤッファに近かったので、ペテロがそこにいると聞いた弟子たちは、人を二人、彼のと

ころに遣わして、「私たちのところまで、すぐ来てください」と頼んだ。

39 そこで、ペテロは立って二人と一緒に出かけた。ペテロが到着すると、彼らはペテロを屋上の

部屋に案内した。やもめたちはみな彼のところに来て、泣きながら、ドルカスが一緒にいたこ

ろ作ってくれた下着や上着の数々を見せるのであった。

40 ペテロは皆を外に出し、ひざまずいて祈った。そして、遺体の方を向いて、「タビタ、起きな

さい」と言った。すると彼女は目を開け、ペテロを見て起き上がった。

41 そこで、ペテロは手を貸して彼女を立たせた。そして聖徒たちとやもめたちを呼んで、生きて

いる彼女を見せた。

42 このことがヤッファ中に知れ渡り、多くの人々が主を信じた。

43 ペテロはかなりの期間、ヤッファで、シモンという皮なめし職人のところに滞在した。

第10章

1 さて、カイサリアにコルネリウスという名の人がいた。イタリア隊という部隊の百人隊長であ

った。

2 彼は敬虔な人で、家族全員とともに神を恐れ、民に多くの施しをし、いつも神に祈りをささげ

ていた。



3 ある日の午後三時ごろ、彼は幻の中で、はっきりと神の御使いを見た。その御使いは彼のとこ

ろに来て、「コルネリウス」と呼びかけた。

4 彼は御使いを見つめていたが、恐ろしくなって言った。「主よ、何でしょうか。」すると御使

いは言った。「あなたの祈りと施しは神の御前に上って、覚えられています。

5 さあ今、ヤッファに人を遣わして、ペテロと呼ばれているシモンという人を招きなさい。

6 その人は、シモンという皮なめし職人のところに泊まっています。その家は海辺にありま

す。」

7 御使いが彼にこう語って立ち去ると、コルネリウスはしもべたちのうち二人と、彼の側近の部

下のうち敬虔な兵士一人を呼び、

8 すべてのことを説明して、彼らをヤッファに遣わした。

9 翌日、この人たちが旅を続けて、町の近くまで来たころ、ペテロは祈るために屋上に上った。

昼の十二時ごろであった。

10 彼は空腹を覚え、何か食べたいと思った。ところが、人々が食事の用意をしているうちに、彼

は夢心地になった。

11 すると天が開け、大きな敷布のような入れ物が、四隅をつるされて地上に降りて来るのが見え

た。

12 その中には、あらゆる四つ足の動物、地を這うもの、空の鳥がいた。

13 そして彼に、「ペテロよ、立ち上がり、屠って食べなさい」という声が聞こえた。

14 しかし、ペテロは言った。「主よ、そんなことはできません。私はまだ一度も、きよくない物

や汚れた物を食べたことがありません。」

15 すると、もう一度、声が聞こえた。「神がきよめた物を、あなたがきよくないと言ってはなら

ない。」

16 このようなことが三回あってから、すぐにその入れ物は天に引き上げられた。

17 ペテロが、今見た幻はいったいどういうことだろうか、と一人で思い惑っていると、なんと、

コルネリウスから遣わされた人たちがシモンの家を捜し当てて、その門口に立ち、

18 声をかけて、「ペテロと呼ばれているシモンはここに泊まっていますか」と尋ねていた。

19 ペテロは幻について思い巡らしていたが、御霊が彼に言われた。「見なさい。三人の人があな

たを訪ねて来ています。

20 さあ、下に降りて行き、ためらわずに彼らと一緒に行きなさい。わたしが彼らを遣わしたので

す。」

21 そこでペテロは、その人たちのところに降りて行って、言った。「あなたがたが探しているの

は、この私です。どんなご用でおいでになったのですか。」

22 すると、彼らは言った。「正しい人で、神を恐れ、ユダヤの民全体に評判が良い百人隊長コル

ネリウスが、あなたを自分の家に招いて、あなたから話を聞くようにと、聖なる御使いから示

されました。」

23 それでペテロは、彼らを迎え入れて泊まらせた。 翌日、ペテロは立って、彼らと一緒に出か

けた。ヤッファの兄弟たちも数人同行した。

24 そして次の日、ペテロはカイサリアに着いた。コルネリウスは、親族や親しい友人たちを呼び

集めて、彼らを待っていた。

25 ペテロが着くと、コルネリウスは迎えに出て、足もとにひれ伏して拝んだ。



26 するとペテロは彼を起こして、「お立ちください。私も同じ人間です」と言った。

27 そして、コルネリウスとことばを交わしながら家に入り、多くの人が集まっているのを見て、

28 その人たちにこう言った。「ご存じのとおり、ユダヤ人には、外国人と交わったり、外国人を

訪問したりすることは許されていません。ところが、神は私に、どんな人のことも、きよくな

い者であるとか汚れた者であるとか言ってはならないことを、示してくださいました。

29 それで、お招きを受けたとき、ためらうことなく来たのです。そこでお尋ねしますが、あなた

がたは、どういうわけで私をお招きになったのですか。」

30 すると、コルネリウスが言った。「四日前のこの時刻に、私が家で午後三時の祈りをしていま

すと、なんと、輝いた衣を着た人が私の前に立って、

31 こう言いました。『コルネリウス。あなたの祈りは聞き入れられ、あなたの施しは神の前に覚

えられています。

32 だから、ヤッファに人を送って、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。この人は海辺にあ

る、皮なめし職人のシモンの家に泊まっています。』

33 それで、私はすぐにあなたのところに人を送ったのです。ようこそおいでくださいました。

今、私たちはみな、主があなたにお命じになったすべてのことを伺おうとして、神の御前に出

ております。」

34 そこで、ペテロは口を開いてこう言った。「これで私は、はっきり分かりました。神はえこひ

いきをする方ではなく、

35 どこの国の人であっても、神を恐れ、正義を行う人は、神に受け入れられます。

36 神は、イスラエルの子らにみことばを送り、イエス・キリストによって平和の福音を宣べ伝え

られました。このイエス・キリストはすべての人の主です。

37 あなたがたは、ヨハネが宣べ伝えたバプテスマの後、ガリラヤから始まって、ユダヤ全土に起

こった事柄をご存じです。

38 それは、ナザレのイエスのことです。神はこのイエスに聖霊と力によって油を注がれました。

イエスは巡り歩いて良いわざを行い、悪魔に虐げられている人たちをみな癒やされました。そ

れは神がイエスとともにおられたからです。

39 私たちは、イエスがユダヤ人の地とエルサレムで行われた、すべてのことの証人です。人々は

このイエスを木にかけて殺しましたが、

40 神はこの方を三日目によみがえらせ、現れさせてくださいました。

41 民全体にではなく、神によって前もって選ばれた証人である私たちに現れたのです。私たち

は、イエスが死者の中からよみがえられた後、一緒に食べたり飲んだりしました。

42 そしてイエスは、ご自分が、生きている者と死んだ者のさばき主として神が定めた方であるこ

とを、人々に宣べ伝え、証しするように、私たちに命じられました。

43 預言者たちもみなイエスについて、この方を信じる者はだれでも、その名によって罪の赦しが

受けられると、証ししています。」

44 ペテロがなおもこれらのことを話し続けていると、みことばを聞いていたすべての人々に、聖

霊が下った。

45 割礼を受けている信者で、ペテロと一緒に来た人たちは、異邦人にも聖霊の賜物が注がれたこ

とに驚いた。

46 彼らが異言を語り、神を賛美するのを聞いたからである。するとペテロは言った。



47 「この人たちが水でバプテスマを受けるのを、だれが妨げることができるでしょうか。私たち

と同じように聖霊を受けたのですから。」

48 ペテロはコルネリウスたちに命じて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けさせ

た。それから、彼らはペテロに願って、何日か滞在してもらった。

第11章

1 さて、使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人たちも神のことばを受け入れたことを耳に

した。

2 そこで、ペテロがエルサレムに上って来たとき、割礼を受けている者たちが、彼を非難して、

3 「あなたは割礼を受けていない者たちのところに行って、彼らと一緒に食事をした」と言っ

た。

4 そこで、ペテロは彼らに事の次第を順序立てて説明した。

5 「私はヤッファの町で祈っていました。すると、夢心地になり、幻を見ました。大きな敷布の

ような入れ物が、四隅をつり下げられ、天から降りて来て、私のところに届いたのです。

6 その中をよく見ると、地の四つ足の動物、獣、這うもの、空の鳥が見えました。

7 そして、『ペテロよ、さあ、屠って食べなさい』と言う声を聞きました。

8 しかし私は、『主よ、そんなことはできません。私は、きよくない物や汚れた物を、まだ一度

も口に入れたことがありません』と言いました。

9 すると、もう一度天から声が返って来ました。『神がきよめた物を、あなたがきよくないと言

ってはならない。』

10 このようなことが三回あって、すべての物が再び天に引き上げられました。

11 すると、なんとちょうどそのとき、三人の人が私たちがいた家の前に立っていたのです。カイ

サリアから私のところに遣わされた人たちでした。

12 そして御霊は私に、ためらわずにその人たちと一緒に行くように言われました。そこで、ここ

にいる六人の兄弟たちも同行して、私たちはその人の家に入りました。

13 すると、その人は、御使いが自分の家の中に立っているのを見たこと、そして次のように語っ

たことを私たちに話してくれました。『ヤッファに人を遣わして、ペテロと呼ばれるシモンを

招きなさい。

14 その人が、あなたとあなたの家の者たち全員を救うことばを、あなたに話してくれます。』

15 そこで、私が話し始めると、聖霊が初めに私たちの上に下ったのと同じように、彼らの上に下

ったのです。

16 私は主が、『ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは聖霊によるバプテスマを授け

られる』と言われたことばを思い起こしました。

17 ですから、神が、私たちが主イエス・キリストを信じたときに私たちに下さったのと同じ賜物

を、彼らにもお授けになったのなら、どうして私などが、神がなさることを妨げることができ

るでしょうか。」

18 人々はこれを聞いて沈黙した。そして「それでは神は、いのちに至る悔い改めを異邦人にもお

与えになったのだ」と言って、神をほめたたえた。



19 さて、ステパノのことから起こった迫害により散らされた人々は、フェニキア、キプロス、ア

ンティオキアまで進んで行ったが、ユダヤ人以外の人には、だれにもみことばを語らなかっ

た。

20 ところが、彼らの中にキプロス人とクレネ人が何人かいて、アンティオキアに来ると、ギリシ

ア語を話す人たちにも語りかけ、主イエスの福音を宣べ伝えた。

21 そして、主の御手が彼らとともにあったので、大勢の人が信じて主に立ち返った。

22 この知らせがエルサレムにある教会の耳に入ったので、彼らはバルナバをアンティオキアに遣

わした。

23 バルナバはそこに到着し、神の恵みを見て喜んだ。そして、心を堅く保っていつも主にとどま

っているようにと、皆を励ました。

24 彼は立派な人物で、聖霊と信仰に満ちている人であった。こうして、大勢の人たちが主に導か

れた。

25 それから、バルナバはサウロを捜しにタルソに行き、

26 彼を見つけて、アンティオキアに連れて来た。彼らは、まる一年の間教会に集い、大勢の人た

ちを教えた。弟子たちは、アンティオキアで初めて、キリスト者と呼ばれるようになった。

27 そのころ、預言者たちがエルサレムからアンティオキアに下って来た。

28 その中の一人で名をアガボという人が立って、世界中に大飢饉が起こると御霊によって預言

し、それがクラウディウス帝の時に起こった。

29 弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユダヤに住んでいる兄弟たちに救援の物を送ることに決

めた。

30 彼らはそれを実行し、バルナバとサウロの手に託して長老たちに送った。

第12章

1 そのころ、ヘロデ王は、教会の中のある人たちを苦しめようとしてその手を伸ばし、

2 ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。

3 それがユダヤ人に喜ばれたのを見て、さらにペテロも捕らえにかかった。それは、種なしパン

の祭りの時期であった。

4 ヘロデはペテロを捕らえて牢に入れ、四人一組の兵士四組に引き渡して監視させた。過越の祭

りの後に、彼を民衆の前に引き出すつもりでいたのである。

5 こうしてペテロは牢に閉じ込められていたが、教会は彼のために、熱心な祈りを神にささげて

いた。

6 ヘロデが彼を引き出そうとしていた日の前夜、ペテロは二本の鎖につながれて、二人の兵士の

間で眠っていた。戸口では番兵たちが牢を監視していた。

7 すると見よ。主の使いがそばに立ち、牢の中を光が照らした。御使いはペテロの脇腹を突いて

彼を起こし、「急いで立ち上がりなさい」と言った。すると、鎖が彼の手から外れ落ちた。

8 御使いは彼に言った。「帯を締めて、履き物をはきなさい。」ペテロがそのとおりにすると、

御使いはまた言った。「上着を着て、私について来なさい。」

9 そこでペテロは外に出て、御使いについて行った。彼には御使いがしていることが現実とは思

えず、幻を見ているのだと思っていた。



10 彼らが、第一、第二の衛所を通り、町に通じる鉄の門まで来ると、門がひとりでに開いた。彼

らは外に出て、一つの通りを進んで行った。すると、すぐに御使いは彼から離れた。

11 そのとき、ペテロは我に返って言った。「今、本当のことが分かった。主が御使いを遣わし

て、ヘロデの手から、またユダヤの民のすべてのもくろみから、私を救い出してくださったの

だ。」

12 それが分かったので、ペテロは、マルコと呼ばれているヨハネの母マリアの家に行った。そこ

には多くの人々が集まって、祈っていた。

13 彼が門の戸をたたくと、ロデという名の召使いが応対に出て来た。

14 そして、ペテロの声だと分かると、喜びのあまり門を開けもせずに奥に駆け込み、ペテロが門

の前に立っていることを知らせた。

15 人々は彼女に「あなたは気が変になっている」と言ったが、彼女は本当だと言い張った。それ

で彼らは「それはペテロの御使いだ」と言った。

16 だが、ペテロは門をたたき続けていた。彼らが開けると、そこにペテロがいたので非常に驚い

た。

17 ペテロは静かにするように手で彼らを制してから、主がどのようにして自分を牢から救い出し

てくださったかを彼らに説明し、「このことをヤコブと兄弟たちに知らせてください」と言っ

た。そして、そこを出て、ほかの場所へ行った。

18 朝になると、ペテロはどうなったのかと、兵士たちの間で大変な騒ぎになった。

19 ヘロデはペテロを捜したが見つからないので、番兵たちを取り調べ、彼らを処刑するように命

じた。そしてユダヤからカイサリアに下って行き、そこに滞在した。

20 さて、ヘロデはツロとシドンの人々に対してひどく腹を立てていた。そこで、その人々はそろ

って王を訪ね、王の侍従ブラストに取り入って和解を願い出た。彼らの地方は王の国から食糧

を得ていたからである。

21 定められた日に、ヘロデは王服をまとって王座に着き、彼らに向かって演説をした。

22 集まった会衆は、「神の声だ。人間の声ではない」と叫び続けた。

23 すると、即座に主の使いがヘロデを打った。ヘロデが神に栄光を帰さなかったからである。彼

は虫に食われて、息絶えた。

24 神のことばはますます盛んになり、広まっていった。

25 エルサレムのための奉仕を果たしたバルナバとサウロは、マルコと呼ばれるヨハネを連れて、

戻って来た。

第13章

1 さて、アンティオキアには、そこにある教会に、バルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、クレ

ネ人ルキオ、領主ヘロデの乳兄弟マナエン、サウロなどの預言者や教師がいた。

2 彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が「さあ、わたしのためにバルナバとサウロを聖別

して、わたしが召した働きに就かせなさい」と言われた。

3 そこで彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いてから送り出した。

4 二人は聖霊によって送り出され、セレウキアに下り、そこからキプロスに向けて船出し、



5 サラミスに着くとユダヤ人の諸会堂で神のことばを宣べ伝えた。彼らはヨハネも助手として連

れていた。

6 島全体を巡回してパポスまで行ったところ、ある魔術師に出会った。バルイエスという名のユ

ダヤ人で、偽預言者であった。

7 この男は、地方総督セルギウス・パウルスのもとにいた。この総督は賢明な人で、バルナバと

サウロを招いて神のことばを聞きたいと願った。

8 ところが、その魔術師エリマ（その名を訳すと、魔術師）は、二人に反対して総督を信仰から

遠ざけようとした。

9 すると、サウロ、別名パウロは、聖霊に満たされ、彼をにらみつけて、

10 こう言った。「ああ、あらゆる偽りとあらゆる悪事に満ちた者、悪魔の子、すべての正義の

敵、おまえは、主のまっすぐな道を曲げることをやめないのか。

11 見よ、主の御手が今、おまえの上にある。おまえは盲目になって、しばらくの間、日の光を見

ることができなくなる。」するとたちまち、かすみと闇が彼をおおったため、彼は手を引いて

くれる人を探し回った。

12 総督はこの出来事を見て、主の教えに驚嘆し、信仰に入った。

13 パウロの一行は、パポスから船出してパンフィリアのペルゲに渡ったが、ヨハネは一行から離

れて、エルサレムに帰ってしまった。

14 二人はペルゲから進んで、ピシディアのアンティオキアにやって来た。そして、安息日に会堂

に入って席に着いた。

15 律法と預言者たちの書の朗読があった後、会堂司たちは彼らのところに人を行かせて、こう言

った。「兄弟たち。あなたがたに、この人たちのために何か奨励のことばがあれば、お話しく

ださい。」

16 そこでパウロが立ち上がり、手振りで静かにさせてから言った。 「イスラエル人の皆さん、

ならびに神を恐れる方々、聞いてください。

17 この民イスラエルの神は、私たちの父祖たちを選び、民がエジプトの地に滞在していた間にこ

れを強大にし、御腕を高く上げて、彼らをその地から導き出してくださいました。

18 そして約四十年の間、荒野で彼らを耐え忍ばれ、

19 カナンの地で七つの異邦の民を滅ぼした後、その地を彼らに相続財産として与えられました。

20 約四百五十年の間のことでした。その後、預言者サムエルの時まで、神はさばきつかさたちを

与えられました。

21 それから彼らが王を求めたので、神は彼らにベニヤミン族の人、キシュの子サウルを四十年間

与えられました。

22 そしてサウルを退けた後、神は彼らのために王としてダビデを立て、彼について証しして言わ

れました。『わたしは、エッサイの子ダビデを見出した。彼はわたしの心にかなった者で、わ

たしが望むことをすべて成し遂げる。』

23 神は約束にしたがって、このダビデの子孫から、イスラエルに救い主イエスを送ってください

ました。

24 この方が来られる前に、ヨハネがイスラエルのすべての民に、悔い改めのバプテスマをあらか

じめ宣べ伝えました。



25 ヨハネは、その生涯を終えようとしたとき、こう言いました。『あなたがたは、私をだれだと

思っているのですか。私はその方ではありません。見なさい。その方は私の後から来られま

す。私には、その方の足の履き物のひもを解く値打ちもありません。』

26 アブラハムの子孫である兄弟たち、ならびに、あなたがたのうちの神を恐れる方々。この救い

のことばは、私たちに送られたのです。

27 エルサレムに住む人々とその指導者たちは、このイエスを認めず、また安息日ごとに読まれる

預言者たちのことばを理解せず、イエスを罪に定めて、預言を成就させました。

28 そして、死に値する罪が何も見出せなかったのに、イエスを殺すことをピラトに求めたので

す。

29 こうして、彼らはイエスについて書かれていることをすべて成し終えた後、イエスを木から降

ろして、墓に納めました。

30 しかし、神はイエスを死者の中からよみがえらせました。

31 イエスは、ご自分と一緒にガリラヤからエルサレムに上った人たちに、何日にもわたって現れ

ました。その人たちが今、この民に対してイエスの証人となっています。

32 私たちもあなたがたに、神が父祖たちに約束された福音を宣べ伝えています。

33 神はイエスをよみがえらせ、彼らの子孫である私たちにその約束を成就してくださいました。

詩篇の第二篇に、 『あなたはわたしの子。 わたしが今日、あなたを生んだ』 と書かれている

とおりです。

34 そして、神がイエスを死者の中からよみがえらせて、もはや朽ちて滅びることがない方とされ

たことについては、こう言っておられました。 『わたしはダビデへの確かで真実な約束を、

あなたがたに与える。』

35 ですから、ほかの箇所でもこう言っておられます。 『あなたは、あなたにある敬虔な者に 滅

びをお見せになりません。』

36 ダビデは、彼の生きた時代に神のみこころに仕えた後、死んで先祖たちの仲間に加えられ、朽

ちて滅びることになりました。

37 しかし、神がよみがえらせた方は、朽ちて滅びることがありませんでした。

38 ですから、兄弟たち、あなたがたに知っていただきたい。このイエスを通して罪の赦しが宣べ

伝えられているのです。また、モーセの律法を通しては義と認められることができなかったす

べてのことについて、

39 この方によって、信じる者はみな義と認められるのです。

40 ですから、預言者たちの書に言われているようなことが起こらないように、気をつけなさい。

41 『見よ、嘲る者たち。 驚け。そして消え去れ。 わたしが一つの事を あなたがたの時代に行う

からだ。 それは、だれかが告げても、 あなたがたには信じがたいことである。』」

42 二人が会堂を出るとき、人々は、次の安息日にも同じことについて話してくれるように頼ん

だ。

43 会堂の集会が終わってからも、多くのユダヤ人と神を敬う改宗者たちがパウロとバルナバにつ

いて来たので、二人は彼らと語り合い、神の恵みにとどまるように説得した。

44 次の安息日には、ほぼ町中の人々が、主のことばを聞くために集まって来た。

45 しかし、この群衆を見たユダヤ人たちはねたみに燃え、パウロが語ることに反対し、口汚くの

のしった。



46 そこで、パウロとバルナバは大胆に語った。「神のことばは、まずあなたがたに語られなけれ

ばなりませんでした。しかし、あなたがたはそれを拒んで、自分自身を永遠のいのちにふさわ

しくない者にしています。ですから、見なさい、私たちはこれから異邦人たちの方に向かいま

す。

47 主が私たちに、こう命じておられるからです。 『わたしはあなたを異邦人の光とし、 地の果

てにまで救いをもたらす者とする。』」

48 異邦人たちはこれを聞いて喜び、主のことばを賛美した。そして、永遠のいのちにあずかるよ

うに定められていた人たちはみな、信仰に入った。

49 こうして主のことばは、この地方全体に広まった。

50 ところが、ユダヤ人たちは、神を敬う貴婦人たちや町のおもだった人たちを扇動して、パウロ

とバルナバを迫害させ、二人をその地方から追い出した。

51 二人は彼らに対して足のちりを払い落として、イコニオンに行った。

52 弟子たちは喜びと聖霊に満たされていた。

第14章

1 イコニオンでも、同じことが起こった。二人がユダヤ人の会堂に入って話をすると、ユダヤ人

もギリシア人も大勢の人々が信じた。

2 ところが、信じようとしないユダヤ人たちは、異邦人たちを扇動して、兄弟たちに対して悪意

を抱かせた。

3 それでも、二人は長く滞在し、主によって大胆に語った。主は彼らの手によってしるしと不思

議を行わせ、その恵みのことばを証しされた。

4 すると、町の人々は二派に分かれ、一方はユダヤ人の側に、もう一方は使徒たちの側につい

た。

5 異邦人とユダヤ人が彼らの指導者たちと一緒になり、二人を辱めて石打ちにしようと企てたと

き、

6 二人はそれを知って、リカオニアの町であるリステラとデルベ、およびその付近の地方に難を

避け、

7 そこで福音の宣教を続けた。

8 さてリステラで、足の不自由な人が座っていた。彼は生まれつき足が動かず、これまで一度も

歩いたことがなかった。

9 彼はパウロの話すことに耳を傾けていた。パウロは彼をじっと見つめ、癒やされるにふさわし

い信仰があるのを見て、

10 大声で「自分の足で、まっすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は飛び上がり、歩き出し

た。

11 群衆はパウロが行ったことを見て、声を張り上げ、リカオニア語で「神々が人間の姿をとっ

て、私たちのところにお下りになった」と言った。

12 そして、バルナバをゼウスと呼び、パウロがおもに話す人だったことから、パウロをヘルメス

と呼んだ。

13 すると、町の入り口にあるゼウス神殿の祭司が、雄牛数頭と花輪を門のところに持って来て、

群衆と一緒にいけにえを献げようとした。



14 これを聞いた使徒たち、バルナバとパウロは、衣を裂いて群衆の中に飛び込んで行き、叫ん

だ。

15 「皆さん、どうしてこんなことをするのですか。私たちもあなたがたと同じ人間です。そし

て、あなたがたがこのような空しいことから離れて、天と地と海、またそれらの中のすべての

ものを造られた生ける神に立ち返るように、福音を宣べ伝えているのです。

16 神は、過ぎ去った時代には、あらゆる国の人々がそれぞれ自分の道を歩むままにしておられま

した。

17 それでも、ご自分を証ししないでおられたのではありません。あなたがたに天からの雨と実り

の季節を与え、食物と喜びであなたがたの心を満たすなど、恵みを施しておられたのです。」

18 こう言って二人は、群衆が自分たちにいけにえを献げるのを、かろうじてやめさせた。

19 ところが、アンティオキアとイコニオンからユダヤ人たちがやって来て、群衆を抱き込み、パ

ウロを石打ちにした。彼らはパウロが死んだものと思って、町の外に引きずり出した。

20 しかし、弟子たちがパウロを囲んでいると、彼は立ち上がって町に入って行った。そして翌

日、バルナバとともにデルベに向かった。

21 二人はこの町で福音を宣べ伝え、多くの人々を弟子としてから、リステラ、イコニオン、アン

ティオキアへと引き返して、

22 弟子たちの心を強め、信仰にしっかりとどまるように勧めて、「私たちは、神の国に入るため

に、多くの苦しみを経なければならない」と語った。

23 また、彼らのために教会ごとに長老たちを選び、断食して祈った後、彼らをその信じている主

にゆだねた。

24 二人はピシディアを通ってパンフィリアに着き、

25 ペルゲでみことばを語ってからアタリアに下り、

26 そこから船出してアンティオキアに帰った。そこは、二人が今回成し終えた働きのために、神

の恵みにゆだねられて送り出された所であった。

27 そこに着くと、彼らは教会の人々を集め、神が自分たちとともに行われたすべてのことと、異

邦人に信仰の門を開いてくださったことを報告した。

28 そして二人は、しばらくの間、弟子たちとともに過ごした。

第15章

1 さて、ある人々がユダヤから下って来て、兄弟たちに「モーセの慣習にしたがって割礼を受け

なければ、あなたがたは救われない」と教えていた。

2 それで、パウロやバルナバと彼らの間に激しい対立と論争が生じたので、パウロとバルナバ、

そのほかの何人かが、この問題について使徒たちや長老たちと話し合うために、エルサレムに

上ることになった。

3 こうして彼らは教会の人々に送り出され、フェニキアとサマリアを通って行った。道々、異邦

人の回心について詳しく伝えたので、すべての兄弟たちに大きな喜びをもたらした。

4 エルサレムに着くと、彼らは教会の人々と使徒たちと長老たちに迎えられた。それで、神が彼

らとともにいて行われたことをすべて報告した。

5 ところが、パリサイ派の者で信者になった人たちが立ち上がり、「異邦人にも割礼を受けさ

せ、モーセの律法を守るように命じるべきである」と言った。



6 そこで使徒たちと長老たちは、この問題について協議するために集まった。

7 多くの論争があった後、ペテロが立って彼らに言った。「兄弟たち。ご存じのとおり、神は以

前にあなたがたの中から私をお選びになり、異邦人が私の口から福音のことばを聞いて信じる

ようにされました。

8 そして、人の心をご存じである神は、私たちに与えられたのと同じように、異邦人にも聖霊を

与えて、彼らのために証しをされました。

9 私たちと彼らの間に何の差別もつけず、彼らの心を信仰によってきよめてくださったのです。

10 そうであるなら、なぜ今あなたがたは、私たちの先祖たちも私たちも負いきれなかったくびき

を、あの弟子たちの首に掛けて、神を試みるのですか。

11 私たちは、主イエスの恵みによって救われると信じていますが、あの人たちも同じなので

す。」

12 すると、全会衆は静かになった。そして、バルナバとパウロが、神が彼らを通して異邦人の間

で行われたしるしと不思議について話すのに、耳を傾けた。

13 二人が話し終えると、ヤコブが応じて言った。「兄弟たち、私の言うことを聞いてください。

14 神が初めに、どのように異邦人を顧みて、彼らの中から御名のために民をお召しになったかに

ついては、シメオンが説明しました。

15 預言者たちのことばもこれと一致していて、次のように書かれています。

16 『その後、わたしは 倒れているダビデの仮庵を再び建て直す。 その廃墟を建て直し、 それを

堅く立てる。

17 それは、人々のうちの残りの者と わたしの名で呼ばれるすべての異邦人が、 主を求めるよう

になるためだ。

18 ──昔から知らされていたこと、 それを行う主のことば。』

19 ですから、私の判断では、異邦人の間で神に立ち返る者たちを悩ませてはいけません。

20 ただ、偶像に供えて汚れたものと、淫らな行いと、絞め殺したものと、血とを避けるように、

彼らに書き送るべきです。

21 モーセの律法は、昔から町ごとに宣べ伝える者たちがいて、安息日ごとに諸会堂で読まれてい

るからです。」

22 そこで、使徒たちと長老たちは、全教会とともに、自分たちの中から人を選んで、パウロとバ

ルナバと一緒にアンティオキアに送ることに決めた。選ばれたのはバルサバと呼ばれるユダと

シラスで、兄弟たちの間で指導的な人であった。

23 彼らはこの人たちに託して、こう書き送った。「兄弟である使徒たちと長老たちは、アンティ

オキア、シリア、キリキアにいる異邦人の兄弟たちに、あいさつを送ります。

24 私たちは何も指示していないのに、私たちの中のある者たちが出て行って、いろいろなことを

言ってあなたがたを混乱させ、あなたがたの心を動揺させたと聞きました。

25 そこで私たちは人を選び、私たちの愛するバルナバとパウロと一緒に、あなたがたのところに

送ることを、全会一致で決めました。

26 私たちの主イエス・キリストの名のために、いのちを献げている、バルナバとパウロと一緒に

です。

27 こういうわけで、私たちはユダとシラスを遣わします。彼らは口頭で同じことを伝えるでしょ

う。



28 聖霊と私たちは、次の必要なことのほかには、あなたがたに、それ以上のどんな重荷も負わせ

ないことを決めました。

29 すなわち、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、淫らな行いを避けることです。こ

れらを避けていれば、それで結構です。祝福を祈ります。」

30 さて、一行は送り出されてアンティオキアに下り、教会の会衆を集めて手紙を手渡した。

31 人々はそれを読んで、その励ましのことばに喜んだ。

32 ユダもシラスも預言者であったので、多くのことばをもって兄弟たちを励まし、力づけた。

33 二人は、しばらく滞在した後、兄弟たちの平安のあいさつに送られて、自分たちを遣わした

人々のところに帰って行った。

35 パウロとバルナバはアンティオキアにとどまって、ほかの多くの人々とともに、主のことばを

教え、福音を宣べ伝えた。

36 それから数日後、パウロはバルナバに言った。「さあ、先に主のことばを宣べ伝えたすべての

町で、兄弟たちがどうしているか、また行って見て来ようではありませんか。」

37 バルナバは、マルコと呼ばれるヨハネを一緒に連れて行くつもりであった。

38 しかしパウロは、パンフィリアで一行から離れて働きに同行しなかった者は、連れて行かない

ほうがよいと考えた。

39 こうして激しい議論になり、その結果、互いに別行動をとることになった。バルナバはマルコ

を連れて、船でキプロスに渡って行き、

40 パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆだねられて出発した。

41 そしてシリアおよびキリキアを通り、諸教会を力づけた。

第16章

1 それからパウロはデルベに、そしてリステラに行った。すると、そこにテモテという弟子がい

た。信者であるユダヤ人女性の子で、父親はギリシア人であった。

2 彼は、リステラとイコニオンの兄弟たちの間で評判の良い人であった。

3 パウロは、このテモテを連れて行きたかった。それで、その地方にいるユダヤ人たちのため

に、彼に割礼を受けさせた。彼の父親がギリシア人であることを、皆が知っていたからであ

る。

4 彼らは町々を巡り、エルサレムの使徒たちと長老たちが決めた規定を、守るべきものとして

人々に伝えた。

5 こうして諸教会は信仰を強められ、人数も日ごとに増えていった。

6 それから彼らは、アジアでみことばを語ることを聖霊によって禁じられたので、フリュギア・

ガラテヤの地方を通って行った。

7 こうしてミシアの近くまで来たとき、ビティニアに進もうとしたが、イエスの御霊がそれを許

されなかった。

8 それでミシアを通って、トロアスに下った。

9 その夜、パウロは幻を見た。一人のマケドニア人が立って、「マケドニアに渡って来て、私た

ちを助けてください」と懇願するのであった。



10 パウロがこの幻を見たとき、私たちはただちにマケドニアに渡ることにした。彼らに福音を宣

べ伝えるために、神が私たちを召しておられるのだと確信したからである。

11 私たちはトロアスから船出して、サモトラケに直航し、翌日ネアポリスに着いた。

12 そこからピリピに行った。この町はマケドニアのこの地方の主要な町で、植民都市であった。

私たちはこの町に数日滞在した。

13 そして安息日に、私たちは町の門の外に出て、祈り場があると思われた川岸に行き、そこに腰

を下ろして、集まって来た女たちに話をした。

14 リディアという名の女の人が聞いていた。ティアティラ市の紫布の商人で、神を敬う人であっ

た。主は彼女の心を開いて、パウロの語ることに心を留めるようにされた。

15 そして、彼女とその家族の者たちがバプテスマを受けたとき、彼女は「私が主を信じる者だと

お思いでしたら、私の家に来てお泊まりください」と懇願し、無理やり私たちにそうさせた。

16 さて、祈り場に行く途中のことであった。私たちは占いの霊につかれた若い女奴隷に出会っ

た。この女は占いをして、主人たちに多くの利益を得させていた。

17 彼女はパウロや私たちの後について来て、「この人たちは、いと高き神のしもべたちで、救い

の道をあなたがたに宣べ伝えています」と叫び続けた。

18 何日もこんなことをするので、困り果てたパウロは、振り向いてその霊に、「イエス・キリス

トの名によっておまえに命じる。この女から出て行け」と言った。すると、ただちに霊は出て

行った。

19 彼女の主人たちは、金儲けする望みがなくなったのを見て、パウロとシラスを捕らえ、広場の

役人たちのところに引き立てて行った。

20 そして、二人を長官たちの前に引き出して言った。「この者たちはユダヤ人で、私たちの町を

かき乱し、

21 ローマ人である私たちが、受け入れることも行うことも許されていない風習を宣伝しておりま

す。」

22 群衆も二人に反対して立ったので、長官たちは、彼らの衣をはぎ取ってむちで打つように命じ

た。

23 そして何度もむちで打たせてから二人を牢に入れ、看守に厳重に見張るように命じた。

24 この命令を受けた看守は、二人を奥の牢に入れ、足には木の足かせをはめた。

25 真夜中ごろ、パウロとシラスは祈りつつ、神を賛美する歌を歌っていた。ほかの囚人たちはそ

れに聞き入っていた。

26 すると突然、大きな地震が起こり、牢獄の土台が揺れ動き、たちまち扉が全部開いて、すべて

の囚人の鎖が外れてしまった。

27 目を覚ました看守は、牢の扉が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったものと思い、

剣を抜いて自殺しようとした。

28 パウロは大声で「自害してはいけない。私たちはみなここにいる」と叫んだ。

29 看守は明かりを求めてから、牢の中に駆け込み、震えながらパウロとシラスの前にひれ伏し

た。

30 そして二人を外に連れ出して、「先生方。救われるためには、何をしなければなりませんか」

と言った。



31 二人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われま

す。」

32 そして、彼と彼の家にいる者全員に、主のことばを語った。

33 看守はその夜、時を移さず二人を引き取り、打ち傷を洗った。そして、彼とその家の者全員

が、すぐにバプテスマを受けた。

34 それから二人を家に案内して、食事のもてなしをし、神を信じたことを全家族とともに心から

喜んだ。

35 夜が明けると、長官たちは警吏たちを遣わして、「あの者たちを釈放せよ」と言った。

36 そこで、看守はこのことばをパウロに伝えて、「長官たちが、あなたがたを釈放するように

と、使いをよこしました。さあ牢を出て、安心してお行きください」と言った。

37 しかし、パウロは警吏たちに言った。「長官たちは、ローマ市民である私たちを、有罪判決を

受けていないのに公衆の前でむち打ち、牢に入れました。それなのに、今ひそかに私たちを去

らせるのですか。それはいけない。彼ら自身が来て、私たちを外に出すべきです。」

38 警吏たちは、このことばを長官たちに報告した。すると長官たちは、二人がローマ市民である

と聞いて恐れ、

39 自分たちで出向いて来て、二人をなだめた。そして牢から外に出し、町から立ち去るように頼

んだ。

40 牢を出た二人はリディアの家に行った。そして兄弟たちに会い、彼らを励ましてから立ち去っ

た。

第17章

1 パウロとシラスは、アンピポリスとアポロニアを通って、テサロニケに行った。そこにはユダ

ヤ人の会堂があった。

2 パウロは、いつものように人々のところに入って行き、三回の安息日にわたって、聖書に基づ

いて彼らと論じ合った。

3 そして、「キリストは苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければならなかったのです。

私があなたがたに宣べ伝えている、このイエスこそキリストです」と説明し、また論証した。

4 彼らのうちのある者たちは納得して、パウロとシラスに従った。神を敬う大勢のギリシア人た

ちや、かなりの数の有力な婦人たちも同様であった。

5 ところが、ユダヤ人たちはねたみに駆られ、広場にいるならず者たちを集め、暴動を起こして

町を混乱させた。そしてヤソンの家を襲い、二人を捜して集まった会衆の前に引き出そうとし

た。

6 しかし、二人が見つからないので、ヤソンと兄弟たち何人かを町の役人たちのところに引いて

行き、大声で言った。「世界中を騒がせてきた者たちが、ここにも来ています。

7 ヤソンが家に迎え入れたのです。彼らはみな、『イエスという別の王がいる』と言って、カエ

サルの詔勅に背く行いをしています。」

8 これを聞いた群衆と町の役人たちは動揺した。

9 役人たちは、ヤソンとほかの者たちから保証金を取ったうえで釈放した。

10 兄弟たちはすぐ、夜のうちにパウロとシラスをベレアに送り出した。そこに着くと、二人はユ

ダヤ人の会堂に入って行った。



11 この町のユダヤ人は、テサロニケにいる者たちよりも素直で、非常に熱心にみことばを受け入

れ、はたしてそのとおりかどうか、毎日聖書を調べた。

12 それで彼らのうちの多くの人たちが信じた。また、ギリシアの貴婦人たち、そして男たちも少

なからず信じた。

13 ところが、テサロニケのユダヤ人たちが、ベレアでもパウロによって神のことばが伝えられて

いることを知り、そこにもやって来て、群衆を扇動して騒ぎを起こした。

14 そこで兄弟たちは、すぐにパウロを送り出して海岸まで行かせたが、シラスとテモテはベレア

にとどまった。

15 パウロを案内した人たちは、彼をアテネまで連れて行った。そして、できるだけ早く彼のとこ

ろに来るようにという、シラスとテモテに対する指示を受けて、その人たちは帰途についた。

16 さて、パウロはアテネで二人を待っていたが、町が偶像でいっぱいなのを見て、心に憤りを覚

えた。

17 それでパウロは、会堂ではユダヤ人たちや神を敬う人たちと論じ、広場ではそこに居合わせた

人たちと毎日論じ合った。

18 エピクロス派とストア派の哲学者たちも何人か、パウロと議論していたが、ある者たちは「こ

のおしゃべりは、何が言いたいのか」と言い、ほかの者たちは「彼は他国の神々の宣伝者のよ

うだ」と言った。パウロが、イエスと復活を宣べ伝えていたからである。

19 そこで彼らは、パウロをアレオパゴスに連れて行き、こう言った。「あなたが語っているその

新しい教えがどんなものか、知ることができるでしょうか。

20 私たちには耳慣れないことを聞かせてくださるので、それがいったいどんなことなのか、知り

たいのです。」

21 アテネ人も、そこに滞在する他国人もみな、何か新しいことを話したり聞いたりすることだけ

で、日を過ごしていた。

22 パウロは、アレオパゴスの中央に立って言った。「アテネの人たち。あなたがたは、あらゆる

点で宗教心にあつい方々だと、私は見ております。

23 道を通りながら、あなたがたの拝むものをよく見ているうちに、『知られていない神に』と刻

まれた祭壇があるのを見つけたからです。そこで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、そ

れを教えましょう。

24 この世界とその中にあるすべてのものをお造りになった神は、天地の主ですから、手で造られ

た宮にお住みにはなりません。

25 また、何かが足りないかのように、人の手によって仕えられる必要もありません。神ご自身が

すべての人に、いのちと息と万物を与えておられるのですから。

26 神は、一人の人からあらゆる民を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに決められた時

代と、住まいの境をお定めになりました。

27 それは、神を求めさせるためです。もし人が手探りで求めることがあれば、神を見出すことも

あるでしょう。確かに、神は私たち一人ひとりから遠く離れてはおられません。

28 『私たちは神の中に生き、動き、存在している』のです。あなたがたのうちのある詩人たち

も、『私たちもまた、その子孫である』と言ったとおりです。

29 そのように私たちは神の子孫ですから、神である方を金や銀や石、人間の技術や考えで造った

ものと同じであると、考えるべきではありません。



30 神はそのような無知の時代を見過ごしておられましたが、今はどこででも、すべての人に悔い

改めを命じておられます。

31 なぜなら、神は日を定めて、お立てになった一人の方により、義をもってこの世界をさばこう

としておられるからです。神はこの方を死者の中からよみがえらせて、その確証をすべての人

にお与えになったのです。」

32 死者の復活のことを聞くと、ある人たちはあざ笑ったが、ほかの人たちは「そのことについて

は、もう一度聞くことにしよう」と言った。

33 こうして、パウロは彼らの中から出て行った。

34 ある人々は彼につき従い、信仰に入った。その中には、アレオパゴスの裁判官ディオヌシオ、

ダマリスという名の女の人、そのほかの人たちもいた。

第18章

1 その後、パウロはアテネを去ってコリントに行った。

2 そこで、ポントス生まれでアキラという名のユダヤ人と、彼の妻プリスキラに出会った。クラ

ウディウス帝が、すべてのユダヤ人をローマから退去させるように命じたので、最近イタリア

から来ていたのである。パウロは二人のところに行き、

3 自分も同業者であったので、その家に住んで一緒に仕事をした。彼らの職業は天幕作りであっ

た。

4 パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人やギリシア人を説得しようとした。

5 シラスとテモテがマケドニアから下って来ると、パウロはみことばを語ることに専念し、イエ

スがキリストであることをユダヤ人たちに証しした。

6 しかし、彼らが反抗して口汚くののしったので、パウロは衣のちりを振り払って言った。「あ

なたがたの血は、あなたがたの頭上に降りかかれ。私には責任がない。今から私は異邦人のと

ころに行く。」

7 そして、そこを去って、ティティオ・ユストという名の、神を敬う人の家に行った。その家は

会堂の隣にあった。

8 会堂司クリスポは、家族全員とともに主を信じた。また、多くのコリント人も聞いて信じ、バ

プテスマを受けた。

9 ある夜、主は幻によってパウロに言われた。「恐れないで、語り続けなさい。黙ってはいけな

い。

10 わたしがあなたとともにいるので、あなたを襲って危害を加える者はいない。この町には、わ

たしの民がたくさんいるのだから。」

11 そこで、パウロは一年六か月の間腰を据えて、彼らの間で神のことばを教え続けた。

12 ところが、ガリオがアカイアの地方総督であったとき、ユダヤ人たちは一斉にパウロに反抗し

て立ち上がり、彼を法廷に引いて行って、

13 「この人は、律法に反するやり方で神を拝むよう、人々をそそのかしています」と言った。

14 パウロが口を開こうとすると、ガリオはユダヤ人に向かって言った。「ユダヤ人の諸君。不正

な行為や悪質な犯罪のことであれば、私は当然あなたがたの訴えを取り上げるが、

15 ことばや名称やあなたがたの律法に関する問題であれば、自分たちで解決するがよい。私はそ

のようなことの裁判官になりたくはない。」



16 そうして彼らを法廷から追い出した。

17 そこで皆は会堂司ソステネを捕らえ、法廷の前で打ちたたいた。ガリオは、そのようなことは

少しも気にしなかった。

18 パウロは、なおしばらく滞在してから、兄弟たちに別れを告げて、シリアへ向けて船で出発し

た。プリスキラとアキラも同行した。パウロは誓願を立てていたので、ケンクレアで髪を剃っ

た。

19 彼らがエペソに着くと、パウロは二人を残し、自分だけ会堂に入って、ユダヤ人たちと論じ合

った。

20 人々は、もっと長くとどまるように頼んだが、パウロは聞き入れず、

21 「神のみこころなら、またあなたがたのところに戻って来ます」と言って別れを告げ、エペソ

から船出した。

22 それからカイサリアに上陸してエルサレムに上り、教会にあいさつしてからアンティオキアに

下って行った。

23 パウロはアンティオキアにしばらく滞在した後、また出発し、ガラテヤの地方やフリュギアを

次々に巡って、すべての弟子たちを力づけた。

24 さて、アレクサンドリア生まれでアポロという名の、雄弁なユダヤ人がエペソに来た。彼は聖

書に通じていた。

25 この人は主の道について教えを受け、霊に燃えてイエスのことを正確に語ったり教えたりして

いたが、ヨハネのバプテスマしか知らなかった。

26 彼は会堂で大胆に語り始めた。それを聞いたプリスキラとアキラは、彼をわきに呼んで、神の

道をもっと正確に説明した。

27 アポロはアカイアに渡りたいと思っていたので、兄弟たちは彼を励まし、彼を歓迎してくれる

ようにと、弟子たちに手紙を書いた。彼はそこに着くと、恵みによって信者になっていた人た

ちを、大いに助けた。

28 聖書によってイエスがキリストであることを証明し、人々の前で力強くユダヤ人たちを論破し

たからである。

第19章

1 アポロがコリントにいたときのことであった。パウロは内陸の地方を通ってエペソに下り、何

人かの弟子たちに出会った。

2 彼らに「信じたとき、聖霊を受けましたか」と尋ねると、彼らは「いいえ、聖霊がおられるの

かどうか、聞いたこともありません」と答えた。

3 「それでは、どのようなバプテスマを受けたのですか」と尋ねると、彼らは「ヨハネのバプテ

スマです」と答えた。

4 そこでパウロは言った。「ヨハネは、自分の後に来られる方、すなわちイエスを信じるように

人々に告げ、悔い改めのバプテスマを授けたのです。」

5 これを聞いた彼らは、主イエスの名によってバプテスマを受けた。

6 パウロが彼らの上に手を置くと、聖霊が彼らに臨み、彼らは異言を語ったり、預言したりし

た。

7 その人たちは、全員で十二人ほどであった。



8 パウロは会堂に入って、三か月の間大胆に語り、神の国について論じて、人々を説得しようと

努めた。

9 しかし、ある者たちが心を頑なにして聞き入れず、会衆の前でこの道のことを悪く言ったの

で、パウロは彼らから離れ、弟子たちも退かせて、毎日ティラノの講堂で論じた。

10 これが二年続いたので、アジアに住む人々はみな、ユダヤ人もギリシア人も主のことばを聞い

た。

11 神はパウロの手によって、驚くべき力あるわざを行われた。

12 彼が身に着けていた手ぬぐいや前掛けを、持って行って病人たちに当てると、病気が去り、悪

霊も出て行くほどであった。

13 ところが、ユダヤ人の巡回祈祷師のうちの何人かが、悪霊につかれている人たちに向かって、

試しに主イエスの名を唱え、「パウロの宣べ伝えているイエスによって、おまえたちに命じ

る」と言ってみた。

14 このようなことをしていたのは、ユダヤ人の祭司長スケワという人の七人の息子たちであっ

た。

15 すると、悪霊が彼らに答えた。「イエスのことは知っているし、パウロのこともよく知ってい

る。しかし、おまえたちは何者だ。」

16 そして、悪霊につかれている人が彼らに飛びかかり、皆を押さえつけ、打ち負かしたので、彼

らは裸にされ、傷を負ってその家から逃げ出した。

17 このことが、エペソに住むユダヤ人とギリシア人のすべてに知れ渡ったので、みな恐れを抱

き、主イエスの名をあがめるようになった。

18 そして、信仰に入った人たちが大勢やって来て、自分たちのしていた行為を告白し、明らかに

した。

19 また魔術を行っていた者たちが多数、その書物を持って来て、皆の前で焼き捨てた。その値段

を合計すると、銀貨五万枚になった。

20 こうして、主のことばは力強く広まり、勢いを得ていった。

21 これらのことがあった後、パウロは御霊に示され、マケドニアとアカイアを通ってエルサレム

に行くことにした。そして、「私はそこに行ってから、ローマも見なければならない」と言っ

た。

22 そこで、自分に仕えている者たちのうちの二人、テモテとエラストをマケドニアに遣わし、自

分自身はなおしばらくアジアにとどまっていた。

23 そのころ、この道のことで、大変な騒ぎが起こった。

24 デメテリオという名の銀細工人がいて、銀でアルテミス神殿の模型を造り、職人たちにかなり

の収入を得させていたが、

25 その職人たちや同業の者たちを集めて、こう言ったのである。「皆さん。ご承知のとおり、私

たちが繁盛しているのはこの仕事のおかげです。

26 ところが、見聞きしているように、あのパウロが、手で造った物は神ではないと言って、エペ

ソだけでなく、アジアのほぼ全域にわたって、大勢の人々を説き伏せ、迷わせてしまいまし

た。

27 これでは、私たちの仕事の評判が悪くなる恐れがあるばかりか、偉大な女神アルテミスの神殿

も軽んじられ、全アジア、全世界が拝むこの女神のご威光さえも失われそうです。」



28 これを聞くと彼らは激しく怒り、「偉大なるかな、エペソ人のアルテミス」と叫び始めた。

29 そして町中が大混乱に陥り、人々はパウロの同行者である、マケドニア人ガイオとアリスタル

コを捕らえ、一団となって劇場になだれ込んだ。

30 パウロはその集まった会衆の中に入って行こうとしたが、弟子たちがそうさせなかった。

31 パウロの友人でアジア州の高官であった人たちも、パウロに使いを送り、劇場に入って行かな

いようにと懇願した。

32 人々は、それぞれ違ったことを叫んでいた。実際、集会は混乱状態で、大多数の人たちは、何

のために集まったのかさえ知らなかった。

33 群衆のうちのある者たちは、ユダヤ人たちが前に押し出したアレクサンドロに話すよう促し

た。そこで、彼は手振りで静かにさせてから、集まった会衆に弁明しようとした。

34 しかし、彼がユダヤ人だと分かると、みな一斉に声をあげ、「偉大なるかな、エペソ人のアル

テミス」と二時間ほど叫び続けた。

35 そこで、町の書記官が群衆を静めて言った。「エペソの皆さん。エペソの町が、偉大な女神ア

ルテミスと、天から下ったご神体との守護者であることを知らない人が、だれかいるでしょう

か。

36 これらのことは否定できないことですから、皆さんは静かにして、決して無謀なことをしては

なりません。

37 皆さんは、この人たちをここに連れて来ましたが、彼らは神殿を汚した者でも、私たちの女神

を冒瀆した者でもありません。

38 ですから、もしデメテリオと仲間の職人たちが、だれかに対して苦情があるなら、裁判も開か

れるし地方総督たちもいることですから、互いに訴え出たらよいのです。

39 もし、あなたがたがこれ以上何かを要求するのなら、正式な集会で解決してもらうことになり

ます。

40 今日の事件については、正当な理由がないのですから、騒乱罪に問われる恐れがあります。そ

の点に関しては、私たちはこの騒動を弁護できません。」こう言って、その集まりを解散させ

た。

第20章

1 騒ぎが収まると、パウロは弟子たちを呼び集めて励まし、別れを告げ、マケドニアに向けて出

発した。

2 そして、その地方を通り、多くのことばをもって弟子たちを励まし、ギリシアに来て、

3 そこで三か月を過ごした。そして、シリアに向けて船出しようとしていたときに、パウロに対

するユダヤ人の陰謀があったため、彼はマケドニアを通って帰ることにした。

4 彼に同行していたのは、ピロの子であるベレア人ソパテロ、テサロニケ人のアリスタルコとセ

クンド、デルベ人のガイオ、テモテ、アジア人のティキコとトロフィモであった。

5 この人たちは先に行って、トロアスで私たちを待っていた。

6 私たちは、種なしパンの祭りの後にピリピから船出した。五日のうちに、トロアスにいる彼ら

のところに行き、そこで七日間滞在した。

7 週の初めの日に、私たちはパンを裂くために集まった。パウロは翌日に出発することにしてい

たので、人々と語り合い、夜中まで語り続けた。



8 私たちが集まっていた屋上の間には、ともしびがたくさんついていた。

9 ユテコという名の一人の青年が、窓のところに腰掛けていたが、パウロの話が長く続くので、

ひどく眠気がさし、とうとう眠り込んで三階から下に落ちてしまった。抱き起こしてみると、

もう死んでいた。

10 しかし、パウロは降りて行って彼の上に身をかがめ、抱きかかえて、「心配することはない。

まだいのちがあります」と言った。

11 そして、また上がって行ってパンを裂いて食べ、明け方まで長く語り合って、それから出発し

た。

12 人々は生き返った青年を連れて帰り、ひとかたならず慰められた。

13 私たちは先に船に乗り込んで、アソスに向けて船出した。そこからパウロを船に乗せることに

なっていた。パウロ自身は陸路をとるつもりでいて、そのように決めていたのである。

14 こうしてパウロはアソスで私たちと落ち合い、私たちは彼を船に乗せてミティレネに行った。

15 翌日そこから船出して、キオスの沖に達し、その次の日にサモスに立ち寄り、さらにその翌日

にはミレトスに着いた。

16 パウロは、アジアで時間を取られないようにと、エペソには寄らずに航海を続けることに決め

ていた。彼は、できれば五旬節の日にはエルサレムに着いていたいと、急いでいたのである。

17 パウロはミレトスからエペソに使いを送って、教会の長老たちを呼び寄せた。

18 彼らが集まって来たとき、パウロはこう語った。「あなたがたは、私がアジアに足を踏み入れ

た最初の日から、いつもどのようにあなたがたと過ごしてきたか、よくご存じです。

19 私は、ユダヤ人の陰謀によってこの身に降りかかる数々の試練の中で、謙遜の限りを尽くし、

涙とともに主に仕えてきました。

20 益になることは、公衆の前でも家々でも、余すところなくあなたがたに伝え、また教えてきま

した。

21 ユダヤ人にもギリシア人にも、神に対する悔い改めと、私たちの主イエスに対する信仰を証し

してきたのです。

22 ご覧なさい。私は今、御霊に縛られてエルサレムに行きます。そこで私にどんなことが起こる

のか、分かりません。

23 ただ、聖霊がどの町でも私に証しして言われるのは、鎖と苦しみが私を待っているということ

です。

24 けれども、私が自分の走るべき道のりを走り尽くし、主イエスから受けた、神の恵みの福音を

証しする任務を全うできるなら、自分のいのちは少しも惜しいとは思いません。

25 今、私には分かっています。御国を宣べ伝えてあなたがたの間を巡回した私の顔を、あなたが

たはだれも二度と見ることがないでしょう。

26 ですから、今日この日、あなたがたに宣言します。私は、だれの血に対しても責任がありませ

ん。

27 私は神のご計画のすべてを、余すところなくあなたがたに知らせたからです。

28 あなたがたは自分自身と群れの全体に気を配りなさい。神がご自分の血をもって買い取られた

神の教会を牧させるために、聖霊はあなたがたを群れの監督にお立てになったのです。

29 私は知っています。私が去った後、狂暴な狼があなたがたの中に入り込んで来て、容赦なく群

れを荒らし回ります。



30 また、あなたがた自身の中からも、いろいろと曲がったことを語って、弟子たちを自分のほう

に引き込もうとする者たちが起こってくるでしょう。

31 ですから、私が三年の間、夜も昼も、涙とともにあなたがた一人ひとりを訓戒し続けてきたこ

とを思い起こして、目を覚ましていなさい。

32 今私は、あなたがたを神とその恵みのみことばにゆだねます。みことばは、あなたがたを成長

させ、聖なるものとされたすべての人々とともに、あなたがたに御国を受け継がせることがで

きるのです。

33 私は、人の金銀や衣服を貪ったことはありません。

34 あなたがた自身が知っているとおり、私の両手は、自分の必要のためにも、ともにいる人たち

のためにも働いてきました。

35 このように労苦して、弱い者を助けなければならないこと、また、主イエスご自身が『受ける

よりも与えるほうが幸いである』と言われたみことばを、覚えているべきだということを、私

はあらゆることを通してあなたがたに示してきたのです。」

36 こう言ってから、パウロは皆とともに、ひざまずいて祈った。

37 皆は声をあげて泣き、パウロの首を抱いて何度も口づけした。

38 「もう二度と私の顔を見ることがないでしょう」と言った彼のことばに、特に心を痛めたので

ある。それから、彼らはパウロを船まで見送った。

第21章

1 私たちは、彼らと別れて船出した。コスに直航し、翌日ロドスに着き、そこからパタラに渡っ

た。

2 そこにはフェニキア行きの船があったので、それに乗って出発した。

3 やがてキプロスが見えてきたが、それを左にして通過し、シリアに向かって航海を続け、ツロ

に入港した。ここで船は積荷を降ろすことになっていた。

4 私たちは弟子たちを探して、そこに七日間滞在した。彼らは御霊に示されて、エルサレムには

行かないようにとパウロに繰り返し言った。

5 滞在期間が終わると、私たちはそこを出て、また旅を続けた。彼らはみな、妻や子どもたちと

一緒に町の外まで私たちを送りに来た。そして海岸でひざまずいて祈ってから、

6 互いに別れを告げた。私たちは船に乗り込み、彼らは自分の家に帰って行った。

7 私たちはツロからの航海を終えて、プトレマイスに着いた。そこの兄弟たちにあいさつをし

て、彼らのところに一日滞在した。

8 翌日そこを出発して、カイサリアに着くと、あの七人の一人である伝道者ピリポの家に行き、

そこに滞在した。

9 この人には、預言をする未婚の娘が四人いた。

10 かなりの期間そこに滞在していると、アガボという名の預言者がユダヤから下って来た。

11 彼は私たちのところに来て、パウロの帯を取り、自分の両手と両足を縛って言った。「聖霊が

こう言われます。『この帯の持ち主を、ユダヤ人たちはエルサレムでこのように縛り、異邦人

の手に渡すことになる。』」



12 これを聞いて、私たちも土地の人たちもパウロに、エルサレムには上って行かないようにと懇

願した。

13 すると、パウロは答えた。「あなたがたは、泣いたり私の心をくじいたりして、いったい何を

しているのですか。私は主イエスの名のためなら、エルサレムで縛られるだけでなく、死ぬこ

とも覚悟しています。」

14 彼が聞き入れようとしないので、私たちは「主のみこころがなりますように」と言って、口を

つぐんだ。

15 数日後、私たちは旅支度をしてエルサレムに上って行った。

16 カイサリアの弟子たちも何人か私たちに同行して、古くからの弟子である、キプロス人ムナソ

ンのところに案内してくれた。私たちはそこに泊まることになっていたのである。

17 私たちがエルサレムに着くと、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。

18 翌日、パウロは私たちを連れて、ヤコブを訪問した。そこには長老たちがみな集まっていた。

19 彼らにあいさつしてから、パウロは自分の奉仕を通して神が異邦人の間でなさったことを、一

つ一つ説明した。

20 彼らはこれを聞いて神をほめたたえ、パウロに言った。「兄弟よ。ご覧のとおり、ユダヤ人の

中で信仰に入っている人が何万となくいますが、みな律法に熱心な人たちです。

21 ところが、彼らがあなたについて聞かされているのは、あなたが、異邦人の中にいるすべての

ユダヤ人に、子どもに割礼を施すな、慣習にしたがって歩むなと言って、モーセに背くように

教えている、ということなのです。

22 それで、どうしましょうか。あなたが来たことは、必ず彼らの耳に入るでしょう。

23 ですから、私たちの言うとおりにしてください。私たちの中に、誓願を立てている者が四人い

ます。

24 この人たちを連れて行って、一緒に身を清め、彼らが頭を剃る費用を出してあげてください。

そうすれば、あなたについて聞かされていることは根も葉もないことで、あなたも律法を守っ

て正しく歩んでいることが、皆に分かるでしょう。

25 信仰に入った異邦人に関しては、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、淫らな行い

を避けるべきであると決定し、すでに書き送りました。」

26 そこで、パウロはその人たちを連れて行き、翌日、彼らとともに身を清めて宮に入った。そし

て、いつ、清めの期間が終わって、一人ひとりのためにささげ物をすることができるかを告げ

た。

27 ところが、その七日の期間が終わろうとしていたとき、アジアから来たユダヤ人たちは、パウ

ロが宮にいるのを見ると、群衆をみな扇動して、彼に手をかけ、

28 こう叫んだ。「イスラエルの皆さん、手を貸してください。この男は、民と律法とこの場所に

逆らうことを、いたるところで皆に教えている者です。そのうえ、ギリシア人を宮の中に連れ

込んで、この神聖な場所を汚しています。」

29 彼らは、エペソ人のトロフィモが町でパウロと一緒にいるのを以前に見かけていて、パウロが

彼を宮に連れ込んだと思ったのである。

30 そこで町中が大騒ぎになり、人々は殺到してパウロを捕らえ、宮の外へ引きずり出した。する

と、ただちに宮の門が閉じられた。



31 彼らがパウロを殺そうとしていたとき、エルサレム中が混乱状態に陥っているという報告が、

ローマ軍の千人隊長に届いた。

32 彼はただちに、兵士たちと百人隊長たちを率いて、彼らのところに駆けつけた。人々は千人隊

長と兵士たちを見て、パウロを打つのをやめた。

33 千人隊長は近寄ってパウロを捕らえ、二本の鎖で縛るように命じた。そして、パウロが何者な

のか、何をしたのかと尋ねた。

34 しかし、群衆はそれぞれに違ったことを叫び続けていた。千人隊長は、騒がしくて確かなこと

が分からなかったので、パウロを兵営に連れて行くように命じた。

35 パウロが階段にさしかかったとき、群衆の暴行を避けるために、兵士たちは彼を担ぎ上げなけ

ればならなかった。

36 大勢の民衆が、「殺してしまえ」と叫びながら、ついて来たからである。

37 兵営の中に連れ込まれようとしたとき、パウロが千人隊長に「少しお話ししてもよいでしょう

か」と尋ねた。すると千人隊長は、「おまえはギリシア語を知っているのか。

38 では、おまえは、近ごろ暴動を起こして、四千人の暗殺者を荒野に連れて行った、あのエジプ

ト人ではないのか」と言った。

39 パウロは答えた。「私はキリキアのタルソ出身のユダヤ人で、れっきとした町の市民です。お

願いです。この人たちに話をさせてください。」

40 千人隊長が許したので、パウロは階段の上に立ち、静かにするよう民衆を手で制した。そし

て、すっかり静かになったとき、ヘブル語で次のように語りかけた。

第22章

1 「兄弟ならびに父である皆さん。今から申し上げる私の弁明を聞いてください。」

2 パウロがヘブル語で語りかけるのを聞いて、人々はますます静かになった。そこでパウロは言

った。

3 「私は、キリキアのタルソで生まれたユダヤ人ですが、この町で育てられ、ガマリエルのもと

で先祖の律法について厳しく教育を受け、今日の皆さんと同じように、神に対して熱心な者で

した。

4 そしてこの道を迫害し、男でも女でも縛って牢に入れ、死にまでも至らせました。

5 このことについては、大祭司や長老会全体も私のために証言してくれます。この人たちから兄

弟たちに宛てた手紙まで受け取って、私はダマスコへ向かいました。そこにいる者たちも縛り

上げ、エルサレムに引いて来て処罰するためでした。

6 私が道を進んで、真昼ごろダマスコの近くまで来たとき、突然、天からのまばゆい光が私の周

りを照らしました。

7 私は地に倒れ、私に語りかける声を聞きました。『サウロ、サウロ、どうしてわたしを迫害す

るのか。』

8 私が答えて、『主よ、あなたはどなたですか』と言うと、その方は私に言われました。『わた

しは、あなたが迫害しているナザレのイエスである。』

9 一緒にいた人たちは、その光は見たのですが、私に語っている方の声は聞き分けられませんで

した。



10 私が『主よ、私はどうしたらよいでしょうか』と尋ねると、主は私に言われました。『起き上

がって、ダマスコに行きなさい。あなたが行うように定められているすべてのことが、そこで

あなたに告げられる』と。

11 私はその光の輝きのために目が見えなくなっていたので、一緒にいた人たちに手を引いてもら

って、ダマスコに入りました。

12 すると、律法に従う敬虔な人で、そこに住んでいるすべてのユダヤ人たちに評判の良い、アナ

ニアという人が、

13 私のところに来て、そばに立ち、『兄弟サウロ、再び見えるようになりなさい』と言いまし

た。するとそのとき、私はその人が見えるようになりました。

14 彼はこう言いました。『私たちの父祖の神は、あなたをお選びになりました。あなたがみここ

ろを知り、義なる方を見、その方の口から御声を聞くようになるためです。

15 あなたはその方のために、すべての人に対して、見聞きしたことを証しする証人となるので

す。

16 さあ、何をためらっているのですか。立ちなさい。その方の名を呼んでバプテスマを受け、自

分の罪を洗い流しなさい。』

17 それから私がエルサレムに帰り、宮で祈っていたとき、私は夢心地になりました。

18 そして主を見たのです。主は私にこう語られました。『早く、急いでエルサレムを離れなさ

い。わたしについてあなたがする証しを、人々は受け入れないから。』

19 そこで私は答えました。『主よ。この私が会堂ごとに、あなたを信じる者たちを牢に入れた

り、むちで打ったりしていたのを、彼らは知っています。

20 また、あなたの証人ステパノの血が流されたとき、私自身もその場にいて、それに賛成し、彼

を殺した者たちの上着の番をしていたのです。』

21 すると主は私に、『行きなさい。わたしはあなたを遠く異邦人に遣わす』と言われました。」

22 人々は彼の話をここまで聞いていたが、声を張り上げて言った。「こんな男は、地上から除い

てしまえ。生かしておくべきではない。」

23 人々がわめき立て、上着を放り投げ、ちりを空中にまき散らすので、

24 千人隊長は、パウロを兵営の中に引き入れるように命じ、なぜ人々がこのように彼に対して怒

鳴っているのかを知るため、むちで打って取り調べるように言った。

25 彼らがむちで打とうとしてパウロの手足を広げたとき、パウロはそばに立っていた百人隊長に

言った。「ローマ市民である者を、裁判にもかけずに、むちで打ってよいのですか。」

26 これを聞いた百人隊長は、千人隊長のところに行って報告し、「どうなさいますか。あの人は

ローマ市民です」と言った。

27 そこで、千人隊長はパウロのところに来て言った。「私に言いなさい。あなたはローマ市民な

のか。」パウロは「そうです」と答えた。

28 すると千人隊長は言った。「私は多額の金でこの市民権を手に入れたのだ。」パウロは言っ

た。「私は生まれながらの市民です。」

29 そこで、パウロを取り調べようとしていた者たちは、すぐにパウロから身を引いた。千人隊長

も、パウロがローマ市民であり、その彼を縛っていたことを知って恐れた。

30 翌日、千人隊長は、パウロがなぜユダヤ人たちに訴えられているのか、確かなことを知りたい

と思い、彼の鎖を解いた。そして、祭司長たちと最高法院全体に集まるように命じ、パウロを



連れて行って、彼らの前に立たせた。

第23章

1 パウロは、最高法院の人々を見つめて言った。「兄弟たち。私は今日まで、あくまでも健全な

良心にしたがって、神の前に生きてきました。」

2 すると、大祭司アナニアは、パウロのそばに立っていた者たちに、彼の口を打つように命じ

た。

3 そこで、パウロはアナニアに向かって言った。「白く塗った壁よ、神があなたを打たれる。あ

なたは、律法にしたがって私をさばく座に着いていながら、律法に背いて私を打てと命じるの

か。」

4 すると、そばに立っていた者たちが「あなたは神の大祭司をののしるのか」と言ったので、

5 パウロは答えた。「兄弟たち。私は彼が大祭司だとは知らなかった。確かに、『あなたの民の

指導者を悪く言ってはならない』と書かれています。」

6 パウロは、彼らの一部がサドカイ人で、一部がパリサイ人であるのを見てとって、最高法院の

中でこう叫んだ。「兄弟たち、私はパリサイ人です。パリサイ人の子です。私は死者の復活と

いう望みのことで、さばきを受けているのです。」

7 パウロがこう言うと、パリサイ人とサドカイ人の間に論争が起こり、最高法院は二つに割れ

た。

8 サドカイ人は復活も御使いも霊もないと言い、パリサイ人はいずれも認めているからである。

9 騒ぎは大きくなった。そして、パリサイ派の律法学者たちが何人か立ち上がって、激しく論

じ、「この人には何の悪い点も見られない。もしかしたら、霊か御使いが彼に語りかけたのか

もしれない」と言った。

10 論争がますます激しくなったので、千人隊長は、パウロが彼らに引き裂かれてしまうのではな

いかと恐れた。それで兵士たちに、降りて行ってパウロを彼らの中から引っ張り出し、兵営に

連れて行くように命じた。

11 その夜、主がパウロのそばに立って、「勇気を出しなさい。あなたは、エルサレムでわたしの

ことを証ししたように、ローマでも証しをしなければならない」と言われた。

12 夜が明けると、ユダヤ人たちは徒党を組み、パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしない、と

呪いをかけて誓った。

13 この陰謀を企てた者たちは、四十人以上いた。

14 彼らは祭司長たちや長老たちのところに行って、次のように言った。「私たちは、パウロを殺

すまでは何も口にしない、と呪いをかけて堅く誓いました。

15 そこで、今あなたがたは、パウロのことをもっと詳しく調べるふりをして、彼をあなたがたの

ところに連れて来るように、最高法院と組んで千人隊長に願い出てください。私たちのほうで

は、彼がこの近くに来る前に殺す手はずを整えています。」

16 ところが、パウロの姉妹の息子がこの待ち伏せのことを耳にしたので、兵営に来て中に入り、

そのことをパウロに知らせた。

17 そこで、パウロは百人隊長の一人を呼んで、「この青年を千人隊長のところに連れて行ってく

ださい。何か知らせたいことがあるそうです」と言った。



18 百人隊長は彼を千人隊長のもとに連れて行き、「囚人パウロが私を呼んで、この青年をあなた

のところに連れて行くように頼みました。何かあなたに話したいことがあるそうです」と言っ

た。

19 すると、千人隊長は青年の手を取り、だれもいないところに連れて行って、「私に知らせたい

こととは何だ」と尋ねた。

20 青年は言った。「ユダヤ人たちは、パウロについてもっと詳しく調べるふりをして、明日パウ

ロを最高法院に連れて来るよう、あなたにお願いすることを申し合わせました。

21 どうか、彼らの言うことを信じないでください。彼らのうちの四十人以上の者が、パウロを殺

すまでは食べたり飲んだりしないと呪いをかけて誓い、待ち伏せをしています。今、彼らは手

はずを整えて、あなたの承諾を待っているのです。」

22 そこで千人隊長は、「このことを私に知らせたことは、だれにも言うな」と命じて、その青年

を帰した。

23 それから千人隊長は二人の百人隊長を呼び、「今夜九時、カイサリアに向けて出発できるよう

に、歩兵二百人、騎兵七十人、槍兵二百人を用意せよ」と命じた。

24 また、パウロを乗せて無事に総督フェリクスのもとに送り届けるように、馬の用意もさせた。

25 そして、次のような文面の手紙を書いた。

26 「クラウディウス・リシア、謹んで総督フェリクス閣下にごあいさつ申し上げます。

27 この男がユダヤ人たちに捕らえられ、まさに殺されようとしていたときに、私は兵士たちを率

いて行って彼を救い出しました。ローマ市民であることが分かったからです。

28 そして、ユダヤ人たちが彼を訴えている理由を知ろうと思い、彼を彼らの最高法院に連れて行

きました。

29 ところが、彼が訴えられているのは、ユダヤ人の律法に関する問題のためで、死刑や投獄に当

たる罪はないことが分かりました。

30 しかし、この者に対する陰謀があるという情報を得ましたので、私はただちに彼を閣下のもと

にお送りします。なお、訴えている者たちには、彼のことを閣下の前で訴えるように命じてお

きました。」

31 そこで、兵士たちは命じられたとおりにパウロを引き取り、夜のうちにアンティパトリスまで

連れて行き、

32 翌日、騎兵たちにパウロの護送を任せて、兵営に帰った。

33 騎兵たちはカイサリアに到着すると、総督に手紙を手渡して、パウロを引き合わせた。

34 総督は手紙を読んでから、パウロにどの州の者かと尋ね、キリキア出身であることを知って、

35 「おまえを訴える者たちが来たときに、よく聞くことにしよう」と言った。そして、ヘロデの

建てた官邸に彼を保護しておくように命じた。

第24章

1 五日後、大祭司アナニアは、数人の長老たち、およびテルティロという弁護士と一緒に下って

来て、パウロを総督に告訴した。

2 パウロが呼び出され、テルティロが訴えを述べ始めた。「フェリクス閣下。閣下のおかげで、

私たちはすばらしい平和を享受しております。また、閣下のご配慮により、この国に改革が進

行しております。



3 私たちは、あらゆる面で、また、いたるところでこのことを認め、心から感謝しております。

4 さて、これ以上ご迷惑をおかけしないために、私たちが手短に申し上げることを、ご寛容をも

ってお聞きくださるようお願いいたします。

5 実は、この男はまるで疫病のような人間で、世界中のユダヤ人の間に騒ぎを起こしている者で

あり、ナザレ人の一派の首謀者であります。

6 この男は宮さえも汚そうとしましたので、私たちは彼を捕らえました。

8 閣下ご自身で彼をお調べくだされば、私たちが彼を訴えております事柄のすべてについて、よ

くお分かりいただけると思います。」

9 ユダヤ人たちもこの訴えに同調し、そのとおりだと主張した。

10 そのとき、総督がパウロに話すよう合図したので、パウロは次のように答えた。「閣下が長

年、この民の裁判をつかさどってこられたことを存じておりますので、喜んで私自身のことを

弁明いたします。

11 お調べになれば分かることですが、私が礼拝のためにエルサレムに上ってから、まだ十二日し

かたっていません。

12 そして、宮でも会堂でも町の中でも、私がだれかと論争したり、群衆を扇動したりするのを見

た者はいません。

13 また、今私を訴えていることについて、彼らは閣下に証明できないはずです。

14 ただ、私は閣下の前で、次のことは認めます。私は、彼らが分派と呼んでいるこの道にしたが

って、私たちの先祖の神に仕えています。私は、律法にかなうことと、預言者たちの書に書か

れていることを、すべて信じています。

15 また私は、正しい者も正しくない者も復活するという、この人たち自身も抱いている望みを、

神に対して抱いています。

16 そのために、私はいつも、神の前にも人の前にも責められることのない良心を保つように、最

善を尽くしています。

17 さて私は、同胞に対して施しをするために、またささげ物をするために、何年ぶりかで帰って

来ました。

18 そのささげ物をし、私は清めを済ませて宮の中にいるのを見られたのですが、別に群衆もおら

ず、騒ぎもありませんでした。

19 ただ、アジアから来たユダヤ人が数人いました。もしその人たちに、私に対して何か非難した

いことがあるなら、彼らが閣下の前に来て訴えるべきだったのです。

20 そうでなければ、ここにいる人たちが、最高法院の前に立っていたときの私に、どんな不正を

見つけたのかを言うべきです。

21 私は彼らの中に立って、ただ一言、『死者の復活のことで、私は今日あなたがたの前でさばか

れている』と叫んだにすぎません。」

22 フェリクスは、この道についてかなり詳しく知っていたので、「千人隊長リシアが下って来た

ら、おまえたちの事件に判決を下すことにする」と言って、裁判を延期した。

23 そして百人隊長に、パウロを監禁するように、しかし、ある程度の自由を与え、仲間の者たち

が彼の世話をするのを妨げないように、と命じた。

24 数日後、フェリクスはユダヤ人である妻ドルシラとともにやって来て、パウロを呼び出し、キ

リスト・イエスに対する信仰について話を聞いた。



25 しかし、パウロが正義と節制と来たるべきさばきについて論じたので、フェリクスは恐ろしく

なり、「今は帰ってよい。折を見て、また呼ぶことにする」と言った。

26 また同時に、フェリクスにはパウロから金をもらいたい下心があったので、何度もパウロを呼

び出して語り合った。

27 二年が過ぎ、ポルキウス・フェストゥスがフェリクスの後任になった。しかし、フェリクスは

ユダヤ人たちの機嫌を取ろうとして、パウロを監禁したままにしておいた。

第25章

1 フェストゥスは、属州に到着すると、三日後にカイサリアからエルサレムに上った。

2 すると、祭司長たちとユダヤ人のおもだった者たちが、パウロのことを告訴した。

3 そして、パウロの件で自分たちに好意を示し、彼をエルサレムに呼び寄せていただきたいと、

フェストゥスに懇願した。待ち伏せして、途中でパウロを殺そうとしていたのである。

4 しかしフェストゥスは、パウロはカイサリアに監禁されているし、自分も間もなく出発する予

定であると答え、

5 「その男に何か問題があるなら、おまえたちの中の有力者たちが私と一緒に下って行って、彼

を訴えればよい」と言った。

6 フェストゥスは、彼らのところに八日か十日ほど滞在しただけで、カイサリアに下り、翌日、

裁判の席に着いて、パウロの出廷を命じた。

7 パウロが現れると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちは彼を取り囲んで立ち、多くの重

い罪状を申し立てた。しかし、それを立証することはできなかった。

8 パウロは、「私は、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対しても、カエサルに対しても、何の罪

も犯してはいません」と弁明した。

9 ところが、ユダヤ人たちの機嫌を取ろうとしたフェストゥスは、パウロに向かって、「おまえ

はエルサレムに上り、そこでこれらの件について、私の前で裁判を受けることを望むか」と尋

ねた。

10 すると、パウロは言った。「私はカエサルの法廷に立っているのですから、ここで裁判を受け

るのが当然です。閣下もよくご存じのとおり、私はユダヤ人たちに何も悪いことをしていませ

ん。

11 もし私が悪いことをし、死に値する何かをしたのなら、私は死を免れようとは思いません。し

かし、この人たちが訴えていることに何の根拠もないとすれば、だれも私を彼らに引き渡すこ

とはできません。私はカエサルに上訴します。」

12 そこで、フェストゥスは陪席の者たちと協議したうえで、こう答えた。「おまえはカエサルに

上訴したのだから、カエサルのもとに行くことになる。」

13 数日たって、アグリッパ王とベルニケが、フェストゥスに敬意を表するためにカイサリアに来

た。

14 二人がそこに何日も滞在していたので、フェストゥスはパウロの件を王に持ち出して、次のよ

うに言った。「フェリクスが囚人として残して行った男が一人います。

15 私がエルサレムに行ったとき、祭司長たちとユダヤ人の長老たちが、その男のことを私に訴え

出て、罪に定めるよう求めました。



16 そこで、私は彼らにこう答えました。『訴えられている者が、告発する者たちの面前で訴えに

ついて弁明する機会が与えられずに、引き渡されるということは、ローマ人の慣習にはな

い。』

17 それで、訴える者たちがともにこちらに来たので、私は時を移さず、その翌日に裁判の席に着

いて、その男を出廷させました。

18 告発者たちは立ち上がりましたが、彼について私が予測していたような犯罪についての告発理

由は、何一つ申し立てませんでした。

19 ただ、彼と言い争っている点は、彼ら自身の宗教に関すること、また死んでしまったイエスと

いう者のことで、そのイエスが生きているとパウロは主張しているのです。

20 このような問題をどう取り調べたらよいか、私には見当がつかないので、彼に『エルサレムに

行き、そこでこの件について裁判を受けたいか』と尋ねました。

21 するとパウロは、皇帝の判決を受けるまで保護してほしいと訴えたので、彼をカエサルのもと

に送る時まで保護しておくように命じました。」

22 アグリッパがフェストゥスに「私も、その男の話を聞いてみたいものです」と言ったので、フ

ェストゥスは、「では、明日お聞きください」と言った。

23 翌日、アグリッパとベルニケは大いに威儀を正して到着し、千人隊長たちや町の有力者たちと

ともに謁見室に入った。そして、フェストゥスが命じると、パウロが連れて来られた。

24 フェストゥスは言った。「アグリッパ王、ならびにご列席の皆さん、この者をご覧ください。

多くのユダヤ人たちがみな、エルサレムでもここでも、もはや生かしておくべきではないと叫

び、私に訴えてきたのは、この者です。

25 私の理解するところでは、彼は死罪に当たることは何一つしていません。ただ、彼自身が皇帝

に上訴したので、私は彼を送ることに決めました。

26 ところが、彼について、わが君に書き送るべき確かな事柄が何もありません。それで皆さんの

前に、わけてもアグリッパ王、あなたの前に、彼を引き出しました。こうして取り調べること

で、何か私が書き送るべきことを得たいのです。

27 囚人を送るのに、訴える理由を示さないのは、道理に合わないと思うのです。」

第26章

1 アグリッパはパウロに向かって、「自分のことを話してよろしい」と言った。そこでパウロ

は、手を差し出して弁明し始めた。

2 「アグリッパ王よ。私がユダヤ人たちに訴えられているすべてのことについて、今日、王様の

前で弁明できることを幸いに思います。

3 特に、王様はユダヤ人の慣習や問題に精通しておられます。ですから、どうか忍耐をもって、

私の申し上げることをお聞きくださるよう、お願いいたします。

4 さて、初めから同胞の間で、またエルサレムで過ごしてきた、私の若いころからの生き方は、

すべてのユダヤ人が知っています。

5 彼らは以前から私を知っているので、証言しようと思えばできますが、私は、私たちの宗教の

中で最も厳格な派にしたがって、パリサイ人として生活してきました。

6 そして今、神が私たちの父祖たちに与えられた約束に望みを抱いているために、私はここに立

って、さばかれているのです。



7 私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に神に仕えながら、その約束のものを得たいと望んでいま

す。王よ。私はこの望みを抱いているために、ユダヤ人から訴えられているのです。

8 神が死者をよみがえらせるということを、あなたがたは、なぜ信じがたいこととお考えになる

のでしょうか。

9 実は私自身も、ナザレ人イエスの名に対して、徹底して反対すべきであると考えていました。

10 そして、それをエルサレムで実行しました。祭司長たちから権限を受けた私は、多くの聖徒た

ちを牢に閉じ込め、彼らが殺されるときには賛成の票を投じました。

11 そして、すべての会堂で、何度も彼らに罰を科し、御名を汚すことばを無理やり言わせ、彼ら

に対する激しい怒りに燃えて、ついには国外の町々にまで彼らを迫害して行きました。

12 このような次第で、私は祭司長たちから権限と委任を受けてダマスコへ向かいましたが、

13 その途中のこと、王様、真昼に私は天からの光を見ました。それは太陽よりも明るく輝いて、

私と私に同行していた者たちの周りを照らしました。

14 私たちはみな地に倒れましたが、そのとき私は、ヘブル語で自分に語りかける声を聞きまし

た。『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか。とげの付いた棒を蹴るのは、あなたには

痛い。』

15 私が『主よ、あなたはどなたですか』と言うと、主はこう言われました。『わたしは、あなた

が迫害しているイエスである。

16 起き上がって自分の足で立ちなさい。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこ

とや、わたしがあなたに示そうとしていることについて、あなたを奉仕者、また証人に任命す

るためである。

17 わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのところに遣わす。

18 それは彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち返らせ、こうしてわたしを

信じる信仰によって、彼らが罪の赦しを得て、聖なるものとされた人々とともに相続にあずか

るためである。』

19 こういうわけで、アグリッパ王よ、私は天からの幻に背かず、

20 ダマスコにいる人々をはじめエルサレムにいる人々に、またユダヤ地方全体に、さらに異邦人

にまで、悔い改めて神に立ち返り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと宣べ伝えてきま

した。

21 そのために、ユダヤ人たちは私を宮の中で捕らえ、殺そうとしたのです。

22 このようにして、私は今日に至るまで神の助けを受けながら、堅く立って、小さい者にも大き

い者にも証しをしています。そして、話してきたことは、預言者たちやモーセが後に起こるは

ずだと語ったことにほかなりません。

23 すなわち、キリストが苦しみを受けること、また、死者の中から最初に復活し、この民にも異

邦人にも光を宣べ伝えることになると話したのです。」

24 パウロがこのように弁明していると、フェストゥスが大声で言った。「パウロよ、おまえは頭

がおかしくなっている。博学がおまえを狂わせている。」

25 パウロは言った。「フェストゥス閣下、私は頭がおかしくはありません。私は、真実で理にか

なったことばを話しています。

26 王様はこれらのことをよくご存じですので、その王様に対して私は率直に申し上げているので

す。このことは片隅で起こった出来事ではありませんから、そのうちの一つでも、王様がお気



づきにならなかったことはない、と確信しています。

27 アグリッパ王よ、王様は預言者たちを信じておられますか。信じておられることと思いま

す。」

28 するとアグリッパはパウロに、「おまえは、わずかな時間で私を説き伏せて、キリスト者にし

ようとしている」と言った。

29 しかし、パウロはこう答えた。「わずかな時間であろうと長い時間であろうと、私が神に願っ

ているのは、あなたばかりでなく今日私の話を聞いておられる方々が、この鎖は別として、み

な私のようになってくださることです。」

30 王と総督とベルニケ、および同席の人々は立ち上がった。

31 彼らは退場してから話し合った。「あの人は、死や投獄に値することは何もしていない。」

32 また、アグリッパはフェストゥスに、「あの人は、もしカエサルに上訴していなかったら、釈

放してもらえたであろうに」と言った。

第27章

1 さて、私たちが船でイタリアへ行くことが決まったとき、パウロとほかの数人の囚人は、親衛

隊のユリウスという百人隊長に引き渡された。

2 私たちは、アジアの沿岸の各地に寄港して行く、アドラミティオの船に乗り込んで出発した。

テサロニケのマケドニア人アリスタルコも同行した。

3 翌日、私たちはシドンに入港した。ユリウスはパウロを親切に扱い、友人たちのところへ行っ

て、もてなしを受けることを許した。

4 私たちはそこから船出し、向かい風だったので、キプロスの島陰を航行した。

5 そしてキリキアとパンフィリアの沖を航行して、リキアのミラに入港した。

6 ここで、百人隊長はイタリアへ行くアレクサンドリアの船を見つけて、それに私たちを乗り込

ませた。

7 何日もの間、船の進みは遅く、やっとのことでクニドの沖まで来たが、風のせいでそれ以上は

進めず、サルモネ沖のクレタの島陰を航行した。

8 そしてその岸に沿って進みながら、やっとのことで、ラサヤの町に近い「良い港」と呼ばれる

場所に着いた。

9 かなりの時が経過し、断食の日もすでに過ぎていたため、もはや航海は危険であった。そこで

パウロは人々に警告して、

10 「皆さん。私の見るところでは、この航海は積荷や船体だけでなく、私たちのいのちにも危害

と大きな損失をもたらすでしょう」と言った。

11 しかし百人隊長は、パウロの言うことよりも、船長や船主のほうを信用した。

12 また、この港は冬を過ごすのに適していなかったので、多数の者たちの意見により、ここから

船出し、できれば、南西と北西に面しているクレタの港フェニクスに行き、そこで冬を過ごそ

うということになった。

13 さて、穏やかな南風が吹いて来たので、人々は思いどおりになったと考え、錨を上げて、クレ

タの海岸に沿って航行した。

14 ところが、間もなくユーラクロンという暴風が陸から吹き降ろして来た。



15 船はそれに巻き込まれて、風に逆らって進むことができず、私たちは流されるままとなった。

16 しかし、カウダと呼ばれる小島の陰に入ったので、どうにかしっかりと小舟を引き寄せること

ができた。

17 そして小舟を船に引き上げ、船を補強するために綱で船体を巻いた。また、シルティスの浅瀬

に乗り上げるのを恐れて、船具を降ろし、流されるに任せた。

18 私たちは暴風に激しく翻弄されていたので、翌日、人々は積荷を捨て始め、

19 三日目には、自分たちの手で船具を投げ捨てた。

20 太陽も星も見えない日が何日も続き、暴風が激しく吹き荒れたので、私たちが助かる望みも今

や完全に絶たれようとしていた。

21 長い間、だれも食べていなかったが、そのときパウロは彼らの中に立って言った。「皆さん。

あなたがたが私の言うことを聞き入れて、クレタから船出しないでいたら、こんな危害や損失

を被らなくてすんだのです。

22 しかし今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。あなたがたのうち、いのちを失う人は

一人もありません。失われるのは船だけです。

23 昨夜、私の主で、私が仕えている神の御使いが私のそばに立って、

24 こう言ったのです。『恐れることはありません、パウロよ。あなたは必ずカエサルの前に立ち

ます。見なさい。神は同船している人たちを、みなあなたに与えておられます。』

25 ですから、皆さん、元気を出しなさい。私は神を信じています。私に語られたことは、そのと

おりになるのです。

26 私たちは必ず、どこかの島に打ち上げられます。」

27 十四日目の夜になり、私たちはアドリア海を漂っていた。真夜中ごろ、水夫たちはどこかの陸

地に近づいているのではないかと思った。

28 彼らが水の深さを測ってみると、二十オルギヤであることが分かった。少し進んでもう一度測

ると、十五オルギヤであった。

29 どこかで暗礁に乗り上げるのではないかと恐れて、人々は船尾から錨を四つ投げ降ろし、夜が

明けるのを待ちわびた。

30 ところが、水夫たちが船から逃げ出そうとして、船首から錨を降ろすように見せかけ、小舟を

海に降ろしていたので、

31 パウロは百人隊長や兵士たちに、「あの人たちが船にとどまっていなければ、あなたがたは助

かりません」と言った。

32 そこで兵士たちは小舟の綱を切って、それが流れるままにした。

33 夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするように勧めて、こう言った。「今日で十四

日、あなたがたはひたすら待ち続け、何も口に入れず、食べることなく過ごしてきました。

34 ですから、食事をするよう勧めます。これで、あなたがたは助かります。頭から髪の毛一本失

われることはありません。」

35 こう言って、彼はパンを取り、一同の前で神に感謝の祈りをささげてから、それを裂いて食べ

始めた。

36 それで皆も元気づけられ、食事をした。

37 船にいた私たちは、合わせて二百七十六人であった。

38 十分に食べた後、人々は麦を海に投げ捨てて、船を軽くした。



39 夜が明けたとき、どこの陸地かよく分からなかったが、砂浜のある入江が目に留まったので、

できればそこに船を乗り入れようということになった。

40 錨を切って海に捨て、同時に舵の綱を解き、吹く風に船首の帆を上げて、砂浜に向かって進ん

で行った。

41 ところが、二つの潮流に挟まれた浅瀬に乗り上げて、船を座礁させてしまった。船首はめり込

んで動かなくなり、船尾は激しい波によって壊れ始めた。

42 兵士たちは、囚人たちがだれも泳いで逃げないように、殺してしまおうと図った。

43 しかし、百人隊長はパウロを助けたいと思い、彼らの計画を制止して、泳げる者たちがまず海

に飛び込んで陸に上がり、

44 残りの者たちは、板切れや、船にある何かにつかまって行くように命じた。こうして、全員が

無事に陸に上がった。

第28章

1 こうして助かってから、私たちはこの島がマルタと呼ばれていることを知った。

2 島の人々は私たちに非常に親切にしてくれた。雨が降り出していて寒かったので、彼らは火を

たいて私たちみなを迎えてくれた。

3 パウロが枯れ枝を一抱え集めて火にくべると、熱気のために一匹のまむしが這い出して来て、

彼の手にかみついた。

4 島の人々は、この生き物がパウロの手にぶら下がっているのを見て、言い合った。「この人は

きっと人殺しだ。海からは救われたが、正義の女神はこの人を生かしておかないのだ。」

5 しかし、パウロはその生き物を火の中に振り落として、何の害も受けなかった。

6 人々は、彼が今にも腫れ上がってくるか、あるいは急に倒れて死ぬだろうと待っていた。しか

し、いくら待っても彼に何も変わった様子が見えないので、考えを変えて、「この人は神様

だ」と言い出した。

7 さて、その場所の近くに、島の長官でプブリウスという名の人の所有地があった。彼は私たち

を歓迎して、三日間親切にもてなしてくれた。

8 たまたまプブリウスの父が、発熱と下痢で苦しんで床についていた。パウロはその人のところ

に行って、彼に手を置いて祈り、癒やした。

9 このことがあってから、島にいたほかの病人たちもやって来て、癒やしを受けた。

10 また人々は私たちに深い尊敬を表し、私たちが船出するときには、必要な物を用意してくれ

た。

11 三か月後、私たちは、この島で冬を越していたアレクサンドリアの船で出発した。その船首に

はディオスクロイの飾りが付いていた。

12 私たちはシラクサに寄港して、三日間そこに滞在し、

13 そこから錨を上げて、レギオンに達した。一日たつと南風が吹き始めたので、二日目にはプテ

オリに入港した。

14 その町で、私たちは兄弟たちを見つけ、勧められるままに彼らのところに七日間滞在した。こ

うして、私たちはローマにやって来た。



15 ローマからは、私たちのことを聞いた兄弟たちが、アピイ・フォルムとトレス・タベルネま

で、私たちを迎えに来てくれた。パウロは彼らに会って、神に感謝し、勇気づけられた。

16 私たちがローマに入ったとき、パウロは、監視の兵士が付いてはいたが、一人で生活すること

を許された。

17 三日後、パウロはユダヤ人のおもだった人たちを呼び集めた。そして、彼らが集まったとき、

こう言った。「兄弟たち。私は、民に対しても先祖の慣習に対しても、何一つ背くことはして

いないにもかかわらず、エルサレムで囚人としてローマ人の手に渡されました。

18 彼らは私を取り調べましたが、私に死に値する罪が何もなかったので、釈放しようと思いまし

た。

19 ところが、ユダヤ人たちが反対したため、私は仕方なくカエサルに上訴しました。自分の同胞

を訴えようとしたわけではありません。

20 そういうわけで、私はあなたがたに会ってお話ししたいと願ったのです。私がこの鎖につなが

れているのは、イスラエルの望みのためです。」

21 すると、彼らはパウロに言った。「私たちは、あなたについて、ユダヤから何の通知も受け取

っていません。また、ここに来た兄弟たちのだれかが、あなたについて何か悪いことを告げた

り、話したりしたこともありません。

22 私たちは、あなたが考えておられることを、あなたから聞くのがよいと思っています。この宗

派について、いたるところで反対があるということを、私たちは耳にしていますから。」

23 そこで彼らは日を定めて、さらに大勢でパウロの宿にやって来た。パウロは、神の国のことを

証しし、モーセの律法と預言者たちの書からイエスについて彼らを説得しようと、朝から晩ま

で説明を続けた。

24 ある人たちは彼が語ることを受け入れたが、ほかの人たちは信じようとしなかった。

25 互いの意見が一致しないまま彼らが帰ろうとしたので、パウロは一言、次のように言った。

「まさしく聖霊が、預言者イザヤを通して、あなたがたの先祖に語られたとおりです。

26 『この民のところに行って告げよ。 あなたがたは聞くには聞くが、 決して悟ることはない。

見るには見るが、決して知ることはない。

27 この民の心は鈍くなり、 耳は遠くなり、目は閉じているからである。 彼らがその目で見るこ

とも、耳で聞くことも、 心で悟ることも、立ち返ることもないように。 そして、わたしが癒

やすこともないように。』

28 ですから、承知しておいてください。神のこの救いは、異邦人に送られました。彼らが聞き従

うことになります。」

30 パウロは、まる二年間、自費で借りた家に住み、訪ねて来る人たちをみな迎えて、

31 少しもはばかることなく、また妨げられることもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリス

トのことを教えた。


